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は、確実につながっている。世の中、いろんな人がい
て、いろんな場所で、いろんな環境や歴史や文化や
生活習慣の中で、それぞれの生き方、食べ方をして
いる。常に、“その人にとって”を意識しながら、もちろ
ん答は一つではない。私は、知的障がいの方たちと
日々過ごしながら、彼らの感性の豊かさには驚かさ
れることが多い。特に自閉症の方たちの、こだわりの
強さ、記憶力のすごさ、感覚の繊細さ・鋭さ（感覚過
敏も含め）は半端じゃない。まいったと思うことは日常
である。しかし、それはすばらしさであると同時に生き
にくさ、でもある。食事に関しても、単なる好き嫌いで
はなく、見た目で理解できない（受け入れられない）
食材、また口内の感覚の鋭さが故の食べられない食
材があったりする。食べることの楽しさ、食べることの
大事さ、何よりも健康で元気に生きてほしい。彼らと
一緒にいると、日々、発見の連続である。知れば知る
ほど、さらに、まだ見えてないものがあるかもしれな
い、気づいていない何かがあるかもしれない。わかっ
たつもりにならない、を心がけている。これも食生態
での調査研究で学んだ大事なことである。
　そして、最後に、私のモットー「予定は未定」。もち
ろん、予定は立てる。しかし、予定通りにいくことは
なかなか少ない。そこで、試されるのが、予定通りに
いかなかったときにどうするか、が問われる。予定そ
のものの見直しが必要な場合もある。私はあきらめ
が悪い。どうにかならないかな、と最後の最後まであ
きらめずに、工夫し、ねばってチャレンジを繰り返す。

「まだ、もっと何かあるかも」の精神は食生態で学ん
だ私の原点である。

　私と食生態の出会いの根っこは、小原秀雄先生と
の出会いである。入学して間もない頃、小原先生の
授業を聞きながら感動して涙が止まらなかった。第3
志望の女子栄養大に入学し、後ろ向きの日々を送っ
ていた私が、物事の見方について、どのレベルで見る
か、また見る角度によって見え方も表現の仕方も異
なる、というような内容の講義を聞きながら、「自分は
なんて小さなことを気にしてクヨクヨしていたのか」、
そして昨日まで見ていたうつろな景色がうそのよう
に、鮮やかに明るく目に映ってきたことを、私ははっ
きりと覚えている。自分次第で、同じ景色もこんなに
違って見える。それからは、「思うようにいかないこと
があっても、その状況を恨むより、縁があってここに
いる。それなら、ここでしか、今しかできないことを見
つけて頑張ろう」の精神で、今に至っている。
　一方、足立己幸先生との出会いも、今でも鮮明
に覚えている。2年のときの授業で、「暑い夏の日、
汗いっぱいかいて喫茶店に入ったの。おいしいコー
ヒーの香りがしていて、私はアイスコーヒーを注文
したけど、牛乳の方がよかったかなぁ、みんな、どう
思う？」という質問だった。ほとんどの人が迷わず牛
乳に手を挙げていたが、私は迷っていて手が挙げら
れなかった。それまで、いわゆる栄養学の授業を一
応まじめに受けていた私は、「食べ物の価値は、栄養
価計算の結果で決まる」を叩き込まれていたものの、
実際の生活の場面で割り切れないものを何となく感
じていた。足立先生の話を聞き、「そうだよ、そのとき
の気分や体調によって、選びたいもの違うよね。栄養
価計算の結果だけじゃ、実際の生活の中で答を出せ
ないよね」などといろいろグルグル考えていて答えら
れなかった。食べ物の価値は、誰がどんなとき、どん
な状況で食べるのかによって大きく変わる。丸ごと
人間を受け止める、そして答は一つではない、と。そ
れ以来、常に、誰にとって、何を基準に、ということが
ひっかかり、簡単に簡単に答が出せない人生を生き
ている。
　私は、現在、障がいのある方たちの居場所づくりを
している。一見、食生態とは関係のないところで仕事
をしているように思われるかもしれないが、私の中で

食生態との出会い 平岩扶己代巻頭言巻頭言

略歴  ───────────────────────
女子栄養大学大学院修士課程修了。愛知教育大学助教授
を経て、ウイルケアデイサービスセンター「はなの丘」、
デイサポートセンター「あしたの風」、グループホーム「あ
したの樹」「はなのいえ」、ショートステイ「あしたの音」
代表、NPO法人「えこお」事務局長。NPO法人食生態学
実践フォーラム理事。
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実践と理論のあいだ

はじめに：開始前のミニロールプレイ（図 1）
　研修会当日参加者は、受付で絵本『まるまる みん
ないただきます！～かわも うみも やまも さかなも～』

（以下、「さかなまるまる絵本」）と、図1のメッセー
ジを受け取り、席に着きました。「2人ずつ組になりま
しょう。一人が幼児（何歳？　どんな子？）、もう一人
はこの子に『これ読んで』と頼まれた人（何歳？　ど
んな人？）。この絵本1冊全部を“読み聞かせ合い”し
ませんか！」と呼びかけました。
　突然のロールプレイ作戦は、図1のQ1からのQ4
の質問に回答するプロセスで、この日の研修会のコ
ンセプトの一つ、絵本の内容について、大人たちが

（未成熟な幼児たちに、教えてあげる目線や、一方
的に読み聞かせる目線ではなく）幼児の柔らかな・温
い感性・感じ合い・学び合う雰囲気で、本研修会が
はじまることを期待したのでした。
　続いて、絵本の裏表紙、①きれいな水色の海に泳
ぐ魚たちと一緒の白い魚に、参加者自身の名前（文
字でも絵でもよい）を記入すると、この1冊は世界中、
いや地球中に1冊しかない、かけがいのない“私の1
冊”になり、本稿で共有する「さかなまるまるムーブメ

ント」の一部に加わったことの証しになる、と。そして、
次の教材観を自分との関わりで検討することを期待
したからです。すなわち「教材とは、学習者とそれを
支える人の間にあって、学習目的や目標を実現する
ために選択され、体系化された資源である」1）という
ことです。
　そして、「さかなまるまる絵本」を21㎝四方40ペー
ジの小型にしたのは、幼児が自分で読むときも、誰か
に渡すときも、持ちやすい・重すぎない・通園バックに
入れやすいサイズにしたこと。このことは入院中の友
だちや、寝たきりのお年寄りと読み聞かせ合いをする
ときにも、横になったままでも持ちやすいこと。厚紙
の表紙にしなかったことも同じ理由で、“こめてきたこ
と”の一つであり、これらを参加者それぞれが実感・
体感してほしい、共有したいと願ったからでした。

研修会当日、参加者全員で共有したいと
願ったこと（図 2）
　図2は、思いのままを書き出したメモです。とてつも
なく大きな課題の列挙に、我ながら驚く内容になり
ました。しかし、何が知りたいか？　何をしたいか？

　を明確にするためには、大小さまざまな
“知りたいこと”を思いつくまま書き出し、
全体を眺め（俯瞰し、統合を繰り返す）、そ
の中で最も強く知りたいこと・緊急に知る
べきこと・多くの知りたいことの底流にある
重要なこと等を浮き彫りにし、さらに可能
なら、当該質問の回答が得られたときに、
他の質問の回答も連鎖して得られる可能
性があるかの吟味をして、「答え探し」の
質を高める作業手順が重要だと考えた、

座長＆研究プロジェクト代表から

「さかなまるまるムーブメント」 の主教材として、絵本
『まるまる みんな いただきます！～かわも うみも やまも 
さかなも～』にこめてきたこと：キーワードは “まるまる”！ 

足立己幸

図 1　
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必要な1枚です。
　研修会当日は時間の制約、本稿ではページ数の
制約があり、取り上げた「知りたい内容の一部しか
議論できませんが、“まるまる”の誕生・活用のプロセ
ス・課題の一部を取り上げて、読者それぞれの「答え
探し」の道案内になることを願います。
　「さかなまるまる絵本」の特徴について、あとがき

（図3）で概要を得ることができます。

1．�「さかなまるまる絵本」は「さかな丸ごと食育」
研究の一環として生まれました

　「さかな丸ごと食育」研究は、2003年一般財団法

人東京水産振興会（以下、
東京水産振興会）の事業と
して開始されました1）。ここで
蓄積した研究成果を基礎に、
2011年、食育活動の主教材
として作成した『さかな丸ご
と探検ノート』（日本語・英語
版）2）2-2）とその活用ガイドをめ
ざす『魚と人間と環境の循環 
－「さかな丸ごと探検ノート」
活用に向けて』3）は、すでに全

国各地で使われています。
　振興会の事業委託を受けたNPO法人食生態学
実践フォーラム4）（以下、フォーラム）による研修・認
定を受け、各自の専門力を発揮しつつ、普及活動を
担う養成講師・専門講師は2024年3月現在930名、
さらに各講師が企画・実施・評価・次の展開へとす
すめる学習会での学びを家族・友人などへ発信する

「食育サポーター」が55,482名で、仲間が広がって
います。
　2018年、これら研究と実践が双方向ですすむ中、

「さかな丸ごと食育」幼児研究プロジェクト（研究メ
ンバーは図4）による『「さかな・乳幼児の食事・食を

図 2　

図 3　
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営む力や生きる
力の形成・ 環境
のかかわり」 に
関する食生態学
的研究』が開始
されました。そし
て、2022年、 こ
の研究結果をふ
まえた主教材「さ
かなまるまる絵
本」が制作されま
した。
　『さかな丸ご
と探検ノート』の
妹・ 弟版の誕生
であり、「さかな
丸ごと食育」研
究プロジェクトに
とっては 第2子

の誕生になりました。
　フォーラムの会員をはじめ、多くの方々に支えられ
ての誕生に感謝しています。

2．「さかなまるまる絵本」のねらい
　同じ生みの親をもつ兄弟・姉妹ですから、基本的
にねらいは同じです。しかし、主な学習者や学習目
的、公表・共有の方法等に対応して各ねらいを決め
ましたので、表現法は異なっています。
　『さかな丸ごと探検ノート』は子ども（小・中学生を
中心）発信型で地域中多くの人 と々共有する願いを
こめて作成され、ねらいを含めキーワードは「さかな
丸ごと」です。
　この基礎となる「さかな丸ごと食育」研究（2003年
開始し現在も継続）では、“魚と人間と環境の循環”
を養成講師研修会で活用する『魚と人間と環境の循
環－「さかな丸ごと探検ノート」活用に向けて』3）の冊
子名にもしています。
　これらの学術的・実践的基礎にしてきた「食生態
学」では、「人間・食物・地域の営み」の循環性・重層
性をキーコンセプトとして使ってきました1）～3）。
　この流れの中で、「さかなまるまる絵本」の研究開

発は、「あとがき」（図3）の冒頭にも書いたように、感
じたり・気づいたり・話し合ったりできる「1冊」がほし
い！　を基礎にはじまりました。
　「『さかなまるまる絵本』 を共有してすすめる『さ
かなまるまるムーブメント』」（以下、「さかなまるまる
ムーブメント」）のねらいは当然のことながら「さかな
まるまる絵本」と根本は同じです。「私たちの願い」の
タイトルで以下の5つを挙げています。
〇乳幼児一人ひとりの「豊かな感性」「しなやかな育

ち」を、世代を超えた多くの人が支え合える環境・
地域・社会にしたい。

〇乳幼児のすばらしい特性を、心身の健康状態等に
関わらず、世代を超えて感じ合い・学び合い・日常
生活に活かし、次の世代につなげることができるよ
うにしたい。

〇幼児発信で、一人ひとりの生涯にわたる健康や幸
せを重視する「ライフコースアプローチ」を可能に
できる家庭・グループ・組織／団体・地域・国・世
界・地球／宇宙でありたい。

〇これらについて、いつも幼児や子どもたちのそばに
ある“絵本パワー”を活かして実現したい。

〇SDGsのように、一人残らずの人びとが、「生活の
質」と「環境の質」の持続可能な共生をめざす大き
なゴールに向かって、自分たちができそうなこと・
得意な方法などを発揮できる「自分たちのゴール」
を揚げつつ、自分たちのペースで、近づくことがで
きるようになりたい5）。

3．キーワード “まるまる”という
新らしい概念の誕生秘話

　概略は「あとがき」の後段にも書きましたが、プロ
ジェクトメンバーのていねいな検討のプロセスと、そ
の内容を大きく包み込んで、1冊の絵本ができあがる
プロセスをリアルに解説しているので、紹介します6）。
----------------------------------------------------
「さかなまるまるムーブメント」構築の特徴

（1）2003年「さかな丸ごと食育」研究として開始時から一貫し

ているすすめ方です。すなわち、科学的・実践的・理論的

根拠を可能な範囲で明らかにし、活用する人が安心して、

自分流の展開をしながら使える工夫をしていることです。

具体的には、2018年から、多分野の専門家（「あとがき」

図 4　
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図3）による研究プロジェクト『「さかな・乳幼児の食事・食

を営む力や生きる力の形成・環境のかかわり」に関する食

生態学的研究』を開始、実践への科学的・実践的・理論的

根拠の充実を試行しました。

各メンバーから提起された、国内外の現状と課題、課題解

決方法等の情報交流・課題の構造化・補充すべき現地調

査等の計画を丁寧にすすめ、『日本人乳幼児が、日常的に

「さかなのある食事」を食べることは、食を営む力の形成、

ひいては子どもらしい成長にとって、望ましい。とりわけ、

家族や友人との共食、さらに箸を使って食べる行動によっ

て、全項目の良好さが増す可能性が高い』の研究仮説を

立てるまでに詰めたのでした）。

しかし、残念なことに、2020年の新型コロナパンデミック

下での現地調査の中断等、研究計画は大幅に変更せざる

を得ませんでした。

（2）2021年、メンバー6人の（通称）実働部隊を編成し、上記

（1）の研究経過を踏まえ、「科学と芸術の融合」という大

志を抱き、異例のワークショップ形式での検討を試みまし

た。（実働部隊；幼児研究プロジェクトメンバーリスト上か

ら、會退友美、安達内美子、足立己幸、酒井治子、林薫、

吉本優子）

ⓐ各自、「自分が好きな絵本」1冊を取り上げ、取り上げた

理由の要因分析、ⓑメンバー全員会議で抽出された課題

での要因の抽出、ⓒ検討成果をふまえて各自が「私はこん

な1冊がほしい」と考える絵本案のラフスケッチを描き、オ

ンライン会議で読み聞かせ合いの実演を含む討論をし、

ⓓ6人全員の評価により1作を選び、再度全員で吟味し、

ⓔ実働部隊作の絵本案として絵本作家スギヤマカナヨ氏

への制作依頼資料に加えたことです。子どもたちに伝えた

いこと、ねらい、コンセプト、キーワード、全体構成のイメー

ジ等の内容で、書名案は「さかなと　みずと　わたしたち」

という固い表現でした。

（3）制作グループは前述のとおり、すでに「食生態学」の基本

理念や「さかな丸ごと食育」のコンセプト等について共有

していただいていましたので、今回は幼児の食事や食行

動について詳細な情報交流をすることができました。特

に、巻末の「お弁当給食」のメニューについて、発育・発達

や健康づくりを中心とする食育教材としての有用性、現行

の保育所給食メニューとの整合性等多角的な検討を加

え、情報交流に供し、繰り返しの検討を経て、2022年12

月にスギヤマカナヨ氏作の絵本が発行できました。書名の

キーワード“はまるまる”。研究メンバーの気持ちを全部包

み込むように“まるまる”と名付けてくださったのです。

イメージされる、イキイキして、ダイナミックな“まるまる”に

研究メンバーは驚き、喜び、ムーブメント全体のキーワード

にすることに決定したのです。人もさかなも川も海も山も双

方向に関係しながら循環してゆく。持続可能に循環して、

ひとり残らずの子どもたちにこの1冊が届き、地域全体に

広がることができそうだ、と。

今、世界中の人々が共有するSDGsの視野・視点を先取り

して進めてきたと評される本研究プロジェクトと、絵本作

家グループの“直接コラボ”（「科学と芸術」Sciences & 

Artsの両面からの融合）で生まれた「1冊」です。要素還元

論で進みがち栄養学関係者から見ると、豊かな感性で俯

瞰した食教育教材開発に「新しい窓」を開くことができた

のではないかと、自負しています。‥‥後略

----------------------------------------------------

4．“まるまる”を各ムーブメントで具体化する前に、
キー概念の確認と共有を

　本稿では、キーポイントの列挙に留まります。詳細
は、本特集4人の発題内容、「さかなまるまるメッセー
ジ」5）6）の記述内容を素材に、さらに議論が必要と考
えます。
ⓐ 「幼児発信型……」は幼児発信型で「地域全体を
つなぐ」意味です。幼児にとって望ましい育ちがで
きるだけうまくすすむように、地域全体が支援する
ことをゴールにしてきた、従来のすすめ方を超え
た考え方です。

　このことは、一人ひとりの生涯を重視するライフ
リンクアプローチの視野・視点につながります。
国際的にやや遅れた出発ではありますが、日本も

「健康日本21（第三次）」で、ビジョンとして「す
べての国民が健やかで心豊かに生活できる持続
可能な社会の実現」を掲げ、その基本的な方向と
して「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」を表明
し、その実現の方法の3本柱の一つに「ライフコー
スアプローチをふまえた健康づくり」を位置づけま
した。並ぶ2本は、「個人の行動と健康状態の改善」

「社会環境の質の向上」であることはご存じのと
おりです。こうした追い風を活かして、地域に生活
する人間の一人として、幼児が担う・担うことがで



8 座長＆研究プロジェクト代表から

きる地域の中でのかけがえのない役割を再考す
るタイミングにあると、考えます。

ⓑ （活動や実践でなく）「さかなまるまるムーブメン
ト」と名づけました。それぞれが生活する地域・生
活・食生活・健康・年齢・生き方・解決したい課題・
グループや組織などの目的や方法を支える多様
なすすめ方を重視したいからです。

ⓒ （読んであげる、教えてあげる、指導する等、一方
向の情報伝達ではなく）子どもも子どもに関わる
人や地域の人 も々共にふれ合い・感じ合い・学び
合い・つながり合う双方向性の情報交流や育ちあ
いの循環性を重視したいので、（講師やリーダー
でなく）「さかなまるまるメディエーター」と名づけ
ました。

　「さかなまるまるムーブメント」にはそれぞれのゴー
ル実現へ向かって、多様な内容とすすめ方を期待
するので、個人でも、5～6人のグループでも、「子
ども食堂」等学生ボランティアグループでも申請
可能です。

ⓓ 研究成果公表のゴールは（専門誌での論文でな
く）、成果を根拠に安心して・楽しく使える「教材」
開発と多様な展開です。ここでいう教材は、（教え
てあげる手段・道具でなく）本稿の冒頭で強調し
た“教材とは、学習者とそれを支える人の間にあっ
て、学習目的や目標を実現するために選択され、
体系化された資源である”1）、7）8）を基礎にしていま
す。

ⓔ 幼児から全世代で共有できる、しかも幼児のそ
ばで共に育ってきた「絵本」こそ、「さかなまるまる
ムーブメント」の主教材にぴったりだと考えていま
す。

ⓕ ⓐ～ⓔの全体をすすめるためには、人間の「地域
における食の営み」について、その多面性・多層
性・歴史性を含め、“まるまる”の理解9）~11）が必要
であるから、食生態学の基本概念の問い直しで
す。「地域におけるの食の営み」の概念図は、新型
コロナパンデミック等地球規模の環境変化が厳し
い今こそ、有用な概念図だと、国際的な評価も受
けています12）。

Ⓙ さらにこれらの成果物を関係者で共有できる、
「『さかな丸ごと食育』情報交流プール」（以下、情

報交流プール）6）の構築です（p24～25参照）。
ⓗ 「さかなまるまる絵本」では園での給食を舞台にス

トーリーを展開し、家庭での生活との関わりを直
接取り上げていません。モニタリング実践でもこの
点の意見が出され、絵本34～37ページのワーク
シートを家庭で行う場面設定で実施したとの報
告がありました。

　『さかな丸ごと探検ノート』では主として、日常の家
庭生活での実践につながる・つなげることを重視
する展開にしています。学び合う・伝え合う目的に
合わせて、両教材の特徴を積極的に組み合わせ
た展開方法の検討が、世代を超えた学びの視点
からも重要な課題です。

　以上、「さかなまるまるムーブメント」の多様な活動
プロセスや成果物は「情報交流プール」の資源に仲
間入りし、メディエーターたちの次の計画等へ循環
的に活用され、ムーブメント全体のパワーアップにつ
ながり、さらに新しいネットワークをつくっていくこと
が期待されます。ムーブメントが次のムーブメントを
循環していくので、これこそ、“さかなまるまる”のダイ
ナミックスと言えましょう。

5．�話題提供：長期の研究や実践の積み重ねを
活かした自分らしい“まるまる”探しのプロセス
の紹介を受けて、それぞれが自分らしさを発揮
する「さかなまるまる絵本」の展開の討論を

　4名の話題提供者がそれぞれの専門性を発揮し、
各現状の詳細な“まるまる把握”をふまえ、「さかなま
るまる絵本」への期待・可能性や課題を具体的に寄
稿されました。各テーマが、各内容を端的に表してい
ます。
● 酒井治子氏は博士論文研究当時から「乳幼児の

食行動の発達」を当事者である“幼児目線でとら
えたい”と開発してきた調査法を用い、近年、日本
では幼児と魚の関わり（身近さ）が量質ともに、か
つ家庭・園ともに、食事・食育の両面から希薄であ
ることが確認され、その改善に、子どもとそばにい
る人 と々の共「感」・共「情動」の媒介役をになう絵
本の役割が大きいことを重視し、「さかなまるまる
絵本」の開発研究をすすめてきました。このプロセ
スを紹介します。一人ひとりの幼児の食行動の“ま



■
■
実
践
と
理
論
の
あ
い
だ
■
■

食生態学－実践と研究　Vol.17（2024） 9

るまる”がうまく“まるまる”に育つために、私たちに
どうしたらよいかを問いかけています。

● 安達内美子氏は名古屋市職員（管理栄養士）や
国際協力活動で国内外の多様な地域の多様な
拠点で多様な課題と直接取り組んできた経験を、
食生態学の基本概念図等を用いて整理しつつ、
今、自分たちの地域で抱えている課題解決にどう
活かすか？　何をすべきか？　何がやれるか？　
等を研究室の学生たちと討論してきました。一方、

「さかな丸ごと食育」専門講師としての活動実績
を重ねて、「さかなまるまるメディエーター」の活動

（が期待される場）の白地図を提案します。あな
たが描く“地域がまるまるムーブメント”のネット
ワーク形成にどうつなぐか、を問いかけています。

● 西澤和子氏は2019年、幼児研究プロジェクトの
基礎研究で、所属保育園の給食や食育に関する
現場の実情や課題提供を担いました。行き届いた
給食（食事づくり）管理や食育は子どもたちにしっ
かり届き、喜びを伝え合う現状から、幼児が保育
関係者や家族たちと食事のおいしさや楽しさ共有
の仲立ちをする可能性が高いこと。さらに「さかな
まるまる絵本」がその役割を高める可能性がある
こと。加えて、保育園全体の保育理念の内容から
見た給食の役割確認の検討結果等からの話題提
供です。

●宮野由紀氏は自治体（市）保健センターの管理栄
養士として、フォーカシングの手法やエッセンスを
取り入れた栄養教育や相談、健康づくり事業など
を多くの専門仲間と共に行ってきました。その仲
間たちで作った会には、同じ方向のゴールを共有
しつつ、それぞれの活動の場を異にする、個性豊
か、発想力豊かなグループ力があります。「さかな
まるまる絵本」を共有してすすめる「まるまるムー
ブメント」の可能な場やすすめ方の自由な意見交
流会でも、予想を超える展開力が発揮されまし
た。その後の各メンバーのムーブメント等からの
話題提供です。
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はじめに
　『まるまる みんな いただきます！～かわも うみも 
やまも さかなも～』（以下「さかなまるまる絵本」）の
作成にあたって、幼児研究プロジェクトメンバーに
加えていただきました。そこで本稿では、第1点として

「さかなまるまる絵本」の作成過程で、実際に保育
所等の実態調査の結果をふまえて探ってきたこと
を、第2点として「さかなまるまる絵本」を通して子ど
もと共に学び、育ちの時をつくりだす観点から、絵本
の活用の可能性やそれを通してめざしたいと願って
きたことをまとめてみたいと思います。

幼児の絵本に取り上げる魚の種類と
その料理を探る
　絵本を作成するにあたり、どのような魚が幼児に
とって身近で、好奇心や探究心をもって関わり、それ
らを生活に取り入れていこうとする力を養うことにつ
ながる可能性をもっているのか、その魚を選ぶことが
課題でした。一つの手段として、家庭や保育所等で

の給食における幼児の摂食頻度の観点から、探って
みました。
（1）家庭での摂食実態から見た、

幼児が身近な魚料理
　家庭での摂食の実態調査の方法として、食事記
録法に比べ、簡便で多くの人数の結果を引き出すこ
とが可能であるため、「実物大·そのまんま料理カー
ド 第3集 幼児食編1）」の中から、日常性の高い66
料理の摂食頻度を明らかにする質問紙調査を実施
しました。料理カードから選定した魚料理は、さしみ·
サケの塩焼き·ぶりの照り焼き·サバの煮つけ·サケの
ムニエル·エビフライの6種類でした。0～6歳の保育
園児の保護者を対象に、家庭での摂食頻度を「よく
食べる」「ときどき食べる」「あまり食べない」「食べな
い」「食卓に出したことがない」の選択肢を用いて実
態を把握しました。回答してくださった方のうち、0～
1歳児では魚料理を「食卓に出したことがない」とい
う回答も多く見られたため、今回の集計からは除い
ています。結果（図1）をみると、「よく食べる」と回答

基調発題①

「絵本」を通して、子どもと共に学び、育ちの時をつくりだす
保育所給食の実態との連動を重視して

酒井治子

図 1　家庭での「魚を主材料とした料理」の摂食実態 ―「幼児用そのまんま料理カード」を用いた実態調査からー
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べ少ない傾向にあります。出現回数の多い魚は、し
ろさけ・まだら・まがれい・あじ・さわら・竹輪の順で
した。魚の生の食材からの使用は73.7％、加工品
26.3％で、加工品が1/4強となっています。魚は生の
食材だけではなく、加工品も多く使われている現状
がわかります。主材料として魚の1人分の使用量は
30～60ｇ程度ですので、大人の使用量と比べると半
分から同量ぐらいにあたります。
　このような主菜料理以外にも、主食に魚を材料と
して用いている料理も見られます。混ぜご飯や寿司
のように、穀類と合わせて混ぜるといった料理も見ら
れました。副菜でも、魚介類を野菜と混ぜた和え物
が提供されていました。かつお節やまぐろの油漬、し
らす干しのように、細かく刻んでほぐされたものが使
われていることが多い傾向にあります。頭と尾がつい
たものというのは、シシャもぐらいであり、大半は切り
身が使用されていました。この調査は6月だけですの
で季節変動は把握できていませんが、幼児にとって
最も接点が多い魚は「サケ」であり、頭が見え、魚の1
尾そのものを理解しやすい魚は「しらす干し」である
ことがわかりました。
（3）保育所の食育の観点から見た、

幼児が身近な魚
　子どもたちは今、食育の観点から、いろいろな食べ
物を育てたり、飼育したり、収穫したりする体験活動

の多かった料理は「サケの塩焼き」でした。次に、「ぶ
りの照り焼き」「サケのムニエル」が続きます。サケは
スーパーの魚売り場でも最も多く売られ、ボリューム
ゾーンを多く占めていることが反映されています。　
　続いて、「サバの煮つけ」「さしみ」「エビフライ」の
順となっていました。6種類の魚料理のうち、4種類は

「よく食べる」「ときどき食べる」を合わせても55％に
満たず、摂食頻度が高いとは言えない状況にありま
す。また、「食卓に出したことがない」料理として最も
多かったのは「さしみ」でした。さしみは、「食卓に出し
たことがない」との回答が多い一方、「よく食べる」と
いう回答も他の料理と同程度であることから、二極化
している現状も見えてきました。
　一方、肉料理は、12料理中5品で「よく食べる」の
回答者が30％以上を占めています。肉料理に比べ、
魚料理はやはり摂食頻度が低い傾向にありました。
家庭の魚料理としては、サケが幼児にとって身近で
ある実態が浮き彫りになりました。
（2）保育所給食での提供実態から見た、

幼児が身近な魚料理
　次に、保育所での摂食実態も見てみましょう。同一
法人のK会が運営する全国24か所の保育所、及び
認定こども園の6月の12日間の総数269献立の分析
を実施しました2）。
　主菜の魚は、主菜210料理中44.8％と、肉類に比

図 2　保育所での「さかなを主材料とした料理」の提供実態～全国 24 か所の保育所 · 認定こども園の献立分析から2）
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をしています。先ほどの保育所給食の調査と同一の
24園のクラス担任に、「よくする」「時々する」「しない」
の３つの選択肢を用いて、活動の実践状況をたずね
てみました。野菜類の栽培・収穫に比べると、やはり
魚を飼育したり、釣りの実践は少ない傾向でした。5
歳児クラスにおいては頻度は少ないものの、魚との接
点が見られました。具体的には、ザリガニやドジョウ
です。通常、私たちの食卓にのぼるような魚を育てて
いく機会というのは、少ないことがわかりました3）。
　一方、園児が調理をする場面（クッキング）を見て
みます。お米を使ったり野菜を使ったりするクッキン
グは、年齢が高くなればなるほど頻度が高くなりま
す。しかし、魚介類を使ったクッキングの頻度は、保
育所では少なく、年齢差もないぐらい少ないことがわ
かりました3）。具体的な料理としては、いわしだんご·
あじフライづくり見学·あじに触れる·シーフードパス
タ·たらのじゃっぱ汁·ホタテチャウダー·チャンチャン
焼きといった料理があがりました。本格的なクッキン
グというより、見学だったり、ちょっと触ってみたりと
いった体験です。今回の調査対象は、全国に広がっ
ており、地域性も出ているのかと思います。都市部で
は、魚の飼育や調理に関わる体験はより少ない可能
性も想定されます。
　このように、絵本に取り上げる魚として、幼児が食
べるという行為で身近である観点から、頻度の高い

サケ、しらす干し、頻度が中程度のサバ、頻度は低い
ながらも魚丸ごと1尾を印象づけやすいイワシが候
補として挙げられてきたのです。保育所等での栽培・
·飼育·収穫体験、クッキングの頻度は年齢と共に高
まりますが、他の食材に比べて、魚介類では低い傾
向にあったことから、実体験でなくとも魚を身近に感
じる·触れることのできる環境をつくっていくことが大
切なのではないかと考えます。その一つの機会を「絵
本」で提供することをねらっています。

子どもにとって「絵本」とは？
　今回の研究プロジェクトに関わる中で、子どもに
とって「絵本とは何なのか？」どのように捉えるべきな
のかと悩んできました。絵本は子どもが耳で聞いて、
目で楽しむことができます。一般の文学作品が直接
作者と読者を結ぶものであるのに対して、絵本は声
に出して作品を「聞き手」に届ける「読み手」が介在
することに特徴がある4)といえます。大人やお兄ちゃ
んたちのような読み手が声に出し、作品を聞き手で
ある幼児に届けると、声だけでなく、価値観なども届
けてしまうことになるのではないでしょうか。「読む」と

「聞く」の情動交流（響き合い）の場をつくりだすの
です。
　絵本は赤ちゃんからお年寄りまで、あらゆる年代
の人に手渡すことができます。幼児期は、書いたり

図 3　園での子どものクッキング～クラス担任保育士からの回答
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略歴  ───────────────────────
東京家政学院大学人間栄養学部教授。女子栄養大学大学
院栄養学研究科博士後期課程修了。博士（栄養学）。専門
は地域栄養教育、幼児の食行動発達、食育、地域・保育
所等での食育実践に関わる。

読んだりすることよりも、まず、耳から母国語の美し
い表現を聞き、言葉に対する感性を豊かに養うこと
の方が大切だ5）といいます。また、その主人公に子ど
もが自分を同化して楽しむこともできます。読み手の

「声」とテキストの言葉、絵、その他もろもろの要素が
からみ合って、絵本と「読み手」「聞き手である幼児」
を自由に行き来するのです。「読む」から「聞く」への
一方向の流れでなく、聞き手の受け止め方が読み手
の読みを変えたりもします。1冊の絵本を介して繰り
返される「読み手」と「聞き手」の情動の交じり合いが
読みの場全体を温め育ててくれるのです。
　絵本は、子どもに五感を伴った動きを生み出し、動
的に関わってくれます。一方で、子どもが気づき、感
情が動き、不思議への扉を開くような心の中で静的
に対話する機会を作ってもくれます。絵本は、子ども
が環境（人、食べもの、場·空間）と対話するための、ま
さに　メディア（媒介物）となることが期待されてい
るのではないでしょうか。

「さかなまるまる絵本」を通して、
子どもと共に学び、育ちの時をつくりだす
　最後に、この絵本を通してどんな食育をしていき
たいのか、研究プロジェクトメンバーで学習会を繰り
返し考えてきました。魚だけ独立しないで、生き物、
他の命あるものと出会い、子どもが仲間や親、その他
の人と共に、いただく行為としての「食べる」という行
為、そのいただく命を育むプロセス（育てたり·いたわ
る気持ち）を重視した食育プログラムとそのための教
材を、絵本という形で表現したいと考えてきました。
　ちょうど今、こども家庭庁において「就学前のこど
もの育ちに係る基本的な指針」の検討が行われて
います。その中で、「心地よい·安心する」ということと、

「面白がる·夢中になる·探求する」ことができる環
境づくりの重要性が指摘されています。絵本は子ど
も本人が面白がることも重要なのですが、やっぱり
大人たちが面白がる、 横にいて「共にある」ことが大
切なのだと思います。それはこの絵本による情動交流

（響き合い）の場をつくりだすと共に、いろいろな食
の場面で大人たちが食べることを面白がる·探求し
合う姿が傍らにあったらよいのではないかと思いま
す。藤井6）は「共に何かをしようとする意図的な考え

や志向性のないところにむしろ『共にある』という状
態は開かれやすい」と言います。さまざまな立場の多
様な価値観を持った大人が、子どもと一緒に「食」の
循環の視点·視野を持って、「共にある」ことをつくり
出したいものです。地域とつながった「食の暮らし」を
楽しみ·向き合う姿が「共にある」ことで、子どもは人
生を楽しむ大人の姿に学ぶことになるのではないで
しょうか7）。大人が絵本をもって教える等と意気込ま
ず、この絵本と共に、子どもの傍らにそっと、そっと、
存在することを願っています。

参考文献
1）足立己幸監修、針谷順子、酒井治子、高橋千恵子、本田真美：

実物大そのまんま料理カード（第 3 集）幼児食編、群羊社
（2002）

2）酒井治子、會退友美：幼児は保育所でどのような「さか
なを使った食事」を食べているか－ 24 箇所の保育所給食
の献立の分析から－、東京家政学院大学紀要 第 62 号、
p123-135（2022）

3）會退友美、酒井治子、足立己幸：保育所での「さかな」を
切り口とした食育活動と食事提供に関わる保育者の意識、
第 68 回日本栄養改善学会学術総会（2021）

4）村中李衣：絵本を学ぶ · 絵本から学ぶということ－読む身
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p179-204、萌文書林（2017）
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己幸編著：「さかなまるまるムーブメント」の多様な展開のた
めに：「さかな丸ごと食育」幼児研究プロジェクトのメッセー
ジ、一般財団法人東京水産振興会（印刷中）
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はじめに
　プロジェクトメンバーの一員として、子どもが『まる
まる みんな いただきます！～かわも うみも やまも さ
かなも～』（以下 「さかなまるまる絵本」）に出会い、自
由に学ぶことによって、地域の食がイキイキしたらい
いなという思いで関わってきました。しかし思いばか
りで、幼児が絵本に出会って、自由に学ぶことができ
る環境とはどのような環境なのか、そもそも「さかなま
るまる絵本」に出会う場とはどういう場なのかな、そう
いう場をつくっていくにはどうしたらよいのか、幼児の
自由な学びの場や機会はどこにあるのか、また「幼児
発信型」とはどういうことなのかなど、これから読者で
ある皆さんと確かめていきたいことがいっぱいです。
　「幼児発信型」とは、私は幼児に関わる多様な人・
組織／団体が、幼児の自由な学びを支えたり、幼児
から学んだりすることだと考えています。学びを支え
るとは、幼児のために多様な人・組織／団体が互い
に学び合い、連携していくことだと考えています。また
幼児から学ぶことについて、幼児には本来いろんな
能力が備わっていて、大人になっていく過程で不要

と判断された能力が刈り込まれていくと言われてい
ます1）。幼児に大人が何かを教え込むのではなく、い
ろんな能力を兼ね備えた幼児から学ぶことが多いの
ではないかと考えています。
　これらをふまえて、幼児が「さかなまるまる絵本」に
出会い、自由に学ぶことによって、地域の食がイキイ
キする可能性について、大学での実践・研究活動か
ら考えていきたいと思います。

さかなまるまるネットワーク
　さかなまるまる絵本の作成と並行して、幼児発信
型で地域の食がイキイキする食育プログラムについ
て、プロジェクトメンバーと構想しました。幼児発信型
で地域の食がイキイキするためには、幼児のために多
様な人・組織／団体が互いに学び合い、連携してい
くこと、幼児から大人が学ぶことであり、絵本が学び
を共有するための教材として地域に広がっていくこと

（ムーブメント）が重要と考えました。そこで、どのよう
に絵本が地域に広がっていけばよいか考えました。
地域の中のどこで子どもが絵本に出会い、自由な学

基調発題②

「幼児発信型」食育で地域の食がイキイキしてほしい
　  大学の研究室活動から見えてきたこと

安達内美子

図 1　幼児と学び合う「さかなまるまるムーブメント」ネットワークの図 2）
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ラムについて構想しました。
　図1は想定できる人・組織／団体を挙げたのです
が、実際にはメディエーターがそれぞれで描くとよい
と考えています。自身をどこに位置づけ、どのような
人・組織／団体と連携していくのか、自分自身のネッ
トワーク図を描くことで、どのようにムーブメントを起
こしていけるのかをイメージできるのではないかと考
えています。ネットワークを描く手順は、まず、①地域
における自分の役割や位置づけについて考えて記入
します。
　次に、②どのような人・組織／団体と連携できそう
かを考えて記入していきます。連携できそうな人・組
織／団体が現状で思いつかなければ、②′幼児が自
由に学ぶ場として、どのようなところがあるのかを考
えてみます。自分が直接関わらない、関わってない 
場も挙げてみるとよいと思います。実はそういう場は
いっぱいあるのではないでしょうか。
　それができたら、③幼児が「さかなまるまる絵本」と
出会い、自由に学ぶ場や機会をつくるにはどうしたら
よいか（食育プログラム内容）を考えていきます。

びがどのように地域で共有され広がっていく可能性
があるのか、そのイメージを図にしました（図12））。

⑴ 中央下に、幼児（子ども）の幼児発信型食育のイ

メージを描いた。左側に「さかなまるまる絵本」と出

会い（きく、みる、ふれる、よむ……）、右側に自由な学

び（かんじる、はなす、えがく、かんさつする、たべる

……）の実現を配置した。両側の矢印によって、「さ

かなまるまる絵本」との出会いと自由な学びは、下⑵

の人・組織／団体と共有されることを表現した。

⑵ ⑴を実現するために、拠点となる人・組織／団体は、

幼児が「さかなまるまる絵本」に出会う場と機会をつ

くったり、自由な学びの場と機会をつくったりするイ

メージを描いた。⑴の上部に、左側は子どもたちが

暮らす場、右側は子どもたちが通う場を配置した。

さらにその上部に、左側は「健やかに育つ」を支える

人・組織／団体、右側は「さかなと共に暮らす」を支

える人・組織／団体を配置した。

　次に、「さかなまるまる絵本」を活用した食育プログ

図 2　名古屋学芸大学食生態学研究室研究枠組み（2023 年 7 月）
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名古屋学芸大学 管理栄養学部
食生態学研究室
　名古屋学芸大学 管理栄養学部 食生態学研究
室の実践・研究の枠組みについて説明します（図
2）。実践・研究の最終的な目的は、人々の生活の質

（QOL）と環境の質（QOE）のよりよい持続可能な
共生です。そのために大事にしていることが、食事を
楽しむことです。私が考える食事が楽しいとは、主体
的に食事に関わることで生まれる感情であり、そのこ
とが自尊感情の高まりや地域への愛着につながり、
最終的にQOLとQOEのよりよい持続可能な共生に
なると考えています。この最終的な目的達成のため
に、いろんな課題を解決していかないといけません。
そして、これらの課題を理論に基づいた方法で解決
していくことが重要です。
　大学の研究室として「さかなまるまる絵本」を活
用し、地域の食がイキイキする食育プログラムを図2
に位置づけるとすれば、社会／地域貢献の一環とし
て、コミュニティオーガニゼーション、またはコミュニ
ティエンパワメントの手法を用いて、幼児発信型で
多様な人・組織／団体が食の循環を理解し、その視
野・視点でそれぞれが食生活のあり方を考え、実践
していくことをねらうものと考えています。

さかなまるまる絵本を活用した
研究室の実践・研究活動

（1）子ども食堂での活動
　2023年3月12日、愛知県日進市内の子ども食堂
にて、「さかなまるまる絵本」（拡大版）をゼミ生が読
み、その後、子どもたちとワークをしました。ワークの
内容は、「さかなまるまる絵本」34ページ
をコピーした台紙に、35～37ページの
料理を1品ずつシールにしたものを選ん
で貼るというものです。
　この活動において、まず研究室と子ど
も食堂がつながりました。そうすると、子
ども食堂からさらにいろんな人・組織／
団体につながっていきます。ボランティ
アとして来ている高校生と高校教諭に
も広がっていきました。そして子どもの
学びが関わった人たちにも広がってい
く。検証はしていませんが、子どもの自由

な学びが地域に広がっていく可能性が考えられます
（図32））。

（2）子育て支援センターでの活動
　名古屋学芸大学ヒューマンケア学部では、幼稚
園教諭や保育士等を養成しています。そのため、日
進市の子育て支援センター事業を受託しています。
2023年8月2日、この学内の子どもケアセンター（以
下、ケアセンター）にて、2歳児とその保護者を学習
者とした食育セミナーを行いました。ネットワークの
広がりはあまり大きくないのですが、ケアセンターの
職員（保育士、大学教員）、大学附属幼稚園、日進市
役所が考えられます。自由な学びの広がりも、幼児か
ら家庭、ケアセンター、研究室が考えられました。今
後、もっと地域に広がるといいと思っています。
　セミナーの内容ですが、「さかなまるまる絵本」（拡
大版）の文章を簡単にしてゼミ生が読み、絵本の中
の4つの場面を保護者に見守られながら幼児が体
験するというものでした（図4）。プログラムができるま
で、ケアセンターの職員といろいろやり取りをしまし
た。3月にケアセンターから「親力アップセミナー」（保
護者向けのセミナー）の講師依頼が私にありました。
日程的に学生の託児ボランティアがいないというこ
と、「さかなまるまる絵本」は3歳以上児を想定してつ
くられていることをふまえ、3歳以上児とその保護者
を学習者としてプログラムを提案しました。しかし、ケ
アセンターは3歳未満児が対象なので、3歳未満児
とその保護者を学習者として、絵本も難しいのでプロ
グラムを変更して考え直してほしいと言われました。
そこから話し合いがはじまり、絵本の内容を理解さ

図 3　子ども食堂×研究室＝地域がイキイキ 2）
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略歴  ────────────────
名古屋学芸大学教授。管理栄養士、博士（栄
養科学）。専門は食生態学を基礎とした栄養教
育学、国際栄養学、公衆栄養学。大学を卒
業後、名古屋市職員として教育委員会、高齢
者福祉施設、保健所に 17 年間勤務。その間、
青年海外協力隊（栄養士）としてトンガ王国首
相府中央計画局で活動。

せたいのではなく、子どもの自由な学びを保護者とス
タッフで支えたい、そこから私たちも学ぶことがある
のではないかということを伝えました。その結果、納
得していただき、ゼミ生とケアセンターの職員が一緒
になって計画していきました。ゼミ生はケアセンター
に行き、2歳児の様子を見学したり、保育に関する論
文を読んだり、幼児期の食育プログラムについて学
んだりしました。ケアセンター職員もゼミ生と計画し
ていく中で、食育について学んだのではないかと思い
ます。
　この活動を通じて、地域の多様な人・組織／団体
と連携する場合、目標を共有することが大事だと改
めて思いました。幼児の自由な学びを支えたいとい
う、ゼミ生とケアセンターの職員の思いがありました。

また、依頼する、依頼されると
か、教える、教えられるとか、
固定された関係ではなく、立
場が自由に変わる、変容的な
関係性を築くことが大事と考
えます。さらに、幼児から学
び、幼児に関わる多様な人・
組織／団体同士が学び合
い、多様な学びが地域に広
がっていく、 そういうことがと
ても大事ではないかと考えて
います。
　「さかなまるまる絵本」は地
域の課題解決に貢献し、地域
の食がイキイキする可能性が

大きいと確信しています。「さかなまるまる絵本」に幼
児が出会うことで、多様な人・組織／団体が地域の
課題（目標）を共有し、学びや実践が広がっていくこ
とで、地域の課題が解決され、食がイキイキしていく
のではないでしょうか（図53））。

参考文献
1）明和政子：ヒトの発達の謎を解く−胎児期から人類の未来ま

で、p110-142、ちくま新書（2019）
2）安達内美子：幼児を取り巻く地域の多様な人・組織／団体

がつながって広がる「さかなまるまるネットワーク」の可能性
や期待、足立己幸編著：「さかなまるまるムーブメント」の
多様な展開のために：「さかな丸ごと食育」幼児研究プロジェ
クトのメッセージ、一般財団法人東京水産振興会（印刷中）

3）安達内美子：子育て支援センターとＮ大学Ｓ研究室のコラボ
で動き出した「さかなまるまるムーブメント」：2 歳児と養育
者のための展開事例、 足立己幸編著：「さかなまるまるムー

ブメント」の多様な展開のために：「さかな丸ご
と食育」幼児研究プロジェクトのメッセージ、一
般財団法人東京水産振興会（印刷中）

図 4　「さかなまるまる絵本」の 4 つの場面を体験

図 5　「幼児発信型」食育で地域の食がイキイキ「さかなまるまる絵本」の可能性 3）



18 実践現場から

はじめに
　卒業してすぐに、社会福祉法人恩賜財団東京都
同胞援護会 同援みどり保育園に、栄養士として入職
しました。保育園の栄養士になろうと思っていたわけ
ではなく、いろいろと考えたところ、子どもも好きだし
頑張ってみようと思い立ち、保育園の栄養士になりま
した。そして、そうこうしているうちに30年以上経って
しまいました。20年同援みどり保育園で働き、法人
内異動で大山保育園に移り10年、再び同援みどり
保育園に戻って4年以上経ちました。

保育園栄養士の役割
　私が入職したころの栄養士の役割は、とにかく日々
おいしくてバラエティに富む食事を提供する、というこ
とが第一でした。保育園に栄養士の必置義務はない
ので、現場の調理員と同じ位置づけでした。
　しかし現在はそうではなく、保育士と一緒に保育園
の職員として、子どもたちにとってどういう食がよいの
かを考えつつ、食育を充実させるために、保育士と共
同でいろいろなことをすすめていくようになりました。
食の大切さは子どもたちだけではなく、保護者にも伝
えていかなければならないと感じています。保育園の
利用者は子どもですが、実は保護者も利用者である、
ということを常に念頭に置いて日々伝えています。

保育園の食事のエピソード
　子どもたちのカレー好きは永遠です。玄関のすぐ
そばに調理室があるので、お散歩から帰ってきた途
端に「今日はカレーだ！」と喜んでいる声をよく聞きま
す。これは30年前と本当に変わりません。大山保育
園時代は、ご近所のカレーの匂いで「今日はカレー
だ！」と喜んでいる声が聞こえました。こちらとしては
全然関係ないメニューだったりするので、「申し訳な
い」という気持ちになってしまいます。
　夏祭りの行事のときなどは、お昼の焼きそばをパッ
クに詰めて引換券と交換、おやつはフライドポテトを

紙コップに入れて提供する、というような雰囲気を大
切にするということも行っています。

　また、シシャモの海苔焼きを提供したときは、4歳
児クラスの男児がたまたま教室に行った私に「お魚に
ついている海苔は、給食の先生が切ったの？」と言っ
てきました。さすがにその海苔は購入したものなので、

「お店で買った海苔なのよ」と現実的な話をしてしま
いました。子どもの着目するところは思いもしないとこ
ろなので、そういうところが面白くて保育園栄養士を
長く勤めてこられたのではないかと思っています。

保育園の給食年間目標とのつながり
　給食にも年間目標があります。
①楽しんで食べる、②いろいろな食材を知る、③噛

実践現場から

いつもの保育が「さかなまるまる」に
　動きはじめた気がします

西澤和子

夏祭りなど、行事食のときの料理提供の工夫。

シシャモの海苔焼きの献立。
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に入れると、人に話したくなります。お母さん、お父さ
ん、おじいちゃん、おばあちゃんなど、自分に近しい人
たちに、おしゃべりするのではないかなと思っていま
す。「さかなまるまる絵本」には、魚、水、食べ物、山、
流通など、たくさんの場面が出てきます。その中の何
に、一人ひとりが興味を持つかはまったくわかりま
せん。先ほどのシシャモの海苔焼きのように、大人が
まったく気がつかない部分に興味を持つかもしれま
せん。それがすごく楽しくて大人になったときに、そち
らの道にすすんでいくかもしれません。
　また、保育園のクッキングで魚を扱うこともありま
す。大山保育園では5歳児クラスがイワシの手開きを
行いかば焼きにする、ということも行っていました。上
手にできる子、できない子、さまざまですが、おいしく
かば焼きでいただいたという思い出は心に残ってい
ると思います。命をいただいている、ということを身を
もって体験したのです。まさしく、「さかなまるまる絵
本」の“まるまるみんないただきます！”を体験していた
のだと思いました。　

幼児期に育てたい10の姿と「さかなまるまる絵本」
　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（『保育
所保育指針』2018）は、すべてが食に関わっている
と思っています。食事が身体をつくる、そこからいろ
いろと発展していく、という考え方です。
　保育園に通っている間は、保護者と保育園とで子
どもの食を考えていけるのですが、小学校に入学し
た後はどうなってしまうのか、が懸念されます。卒園
後の食を、今度は家庭が中心となって行っていきま
す。このときに「さかなまるまる絵本」での経験が、自
分の食生活に反映していってくれるとうれしいです。
そして、その子どもたちが大人になったときに、この
経験を生かしてくれれば、親になったときに子どもと
よりよい食生活を行っていけるのでは、と思っていま
す。そこに「さかなまるまる絵本」が活躍してくれると
思っています。

む力を育てる、④食事のマナーを身につける、⑤食
器の片づけを身につける、⑥食べる意欲を育てる、⑦

「食」について興味を持たせる、⑧保育と連携を深
めて、おいしく食べられるようにする、⑨元気なから
だがわかるようになる、⑩食べ物に対する感謝の気
持ちを育てる、です。①②⑥⑦⑨の項目などは「さか
なまるまる絵本」につながることなのかなと思ったり
しますが、一つのつながりが見えてくると、他のつな
がりも見えてくるような気がします。

保育園の食と保育をめぐる現状と課題
　保育園も保育をめぐる現状も課題があります。今、
同援みどり保育園では、メディアとの付き合い方を
保護者に知らせているところです。保護者が子どもに
スマートフォンの映像やYouTube等をずっと見せて
いて、子どもとの会話が少なくなっています。子ども
が一緒にいるときに静かにしていれば、保護者はい
ろいろなことができるから、という理由も一つにありま
す。そういう映像を見せることによって少なくなる親
子の会話が実はとても重要なことである、ということ
を懇談会等で知らせています。
　保護者の子育ての悩みを聞くことも、保育園の支
援の一つになっています。そして、子どもたちの「食」
は保護者に関わってくる、というのも事実です。食に
興味のあるご家庭は、栄養士側が情報を提供したり
講座など行っていることに対して反応してくれます。
そうではないご家庭に、どうしたら反応してもらえる
かが課題の一つになっています。
　前述の親子での会話が少ないということと関連し
て、親子で食事を共にする、ということも減ってきてい
ます。食事の内容は、特段、手づくりにしなくても手に
入ります。内容よりも、とにかく親子一緒に食事をす
ることの大切さを伝えていきたいと思っています。一
緒に食事をすることで会話も生まれ、お互いの情報
を共有することになり、そこが重要なのだということを
日々伝えていきたいと思っています。

子ども· 保育園 · 家庭と「さかなまるまる絵本」
　「さかなまるまる絵本」が子どもたちの手に渡った
ら、まずは保護者の方と子どもがいろいろな話をし
ていくのだろうな、と思っています。ここからは私の期
待でしかありませんが、子どもたちは新しいものを手

略歴  ───────────────────────
社会福祉法人恩賜財団東京都同胞援護会 同援みどり保育
園管理栄養士。



20 実践現場から

はじめに
　絵本をどのように使っていけるか意見がほしい、と
の話を足立先生からいただき、保健センターで一緒
に仕事をした栄養士、管理養士たちと作った「食支援
グループ「ここから食サポ」メンバーで、思ったことを
自由気ままに話し合ったのが2023年の2月でした。
　今回の話し合いの目的は、①絵本を通して、子ど
もたちの自分の中から湧いてくる内発的な興味、関
心はどこにあるのか、 そして、②絵本はどんなところ
で、どのように活用できるのか、誰に使ってもらえる
のか、どんな使い方があるのか、この2つを探ってみ
ようということでした。この目的の他に決まりはなく、
メンバーそれぞれが自由に思いつくままにやってみ
たものです。

取り組みの全体像
　資料１は、メンバーが直接声をかけた場所とそこ

から広がっていった場所の一覧です。表の見方は、
①メンバーが直接働きかけを行った、②絵本をお渡
ししておいて子どもの様子を教えてもらった、 ③渡
して感想、意見をもらった、④渡したけどまだ感想、
意見などはもらってない、♡これからアプローチしよ
うと思っている場所、です。絵本を渡した方から「〇
〇にも渡してあげよう」とさらに広がっていきました。
メンバーそれぞれの興味関心、活動場所、人脈など
により多様な場所が挙がりました。

子どもの反応と大人の感想、意見
　いただいた報告からこどもたちの様子を拾ってみ
ました。1～2歳はストーリーを追うことは難しく、指
をさして「さかな」など、大人と一緒に楽しんでいます。

「お買い物したよ」と、絵から連想した自分の体験を
話す子もいます。魚がいっぱいできれいな色のところ
を何度も見ているなど、絵に惹かれています。保育園

思い思いにやってみたら
　「さかなまるまる絵本」の取り組みから思うこと

宮野由紀

資料 1
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を行うことができる。
④カフェ、病院、歯科医院、美容院などに置いてもら

うと、来るたびに読んでもらえる。
⑤絵本の活用の仕方を大人に伝えることで、大人の

知識や意識も自然に高まる。
……など、さまざまな活用の可能性が浮かびます。

　今回は、組織的に絵本配布せず、「ここに持ってい
きたい」「やってあげたい」というところから人づてに
広がりました。絵本がこのような広がり方をするには
どうしたらよいか、また、情報量が多く、特定の年齢
に向けて作られていないので、絵本を長く楽しむに
は身近な大人がどう関わるか、こういうことへの方策
が課題だと感じています。

で読み聞かせをしてくれた人が来ると、絵本を読ん
でもらおうと絵本を持ってくる子もいます。
　3～5歳になるとストーリーが追えて、下水を「げっ、
汚い」とか、「ママと手をつないで、深い海で泳ぎた
い」など、自分を含めた想像、体験をしています。
　ペープサートを作り、1歳から小学生の幅広い年
齢に読み聞かせをした事例では、1歳や2歳だとつい
てこれないお話に、そのお兄ちゃんたちが乗っかって
きて盛り上がり、1～2歳も一緒に楽しんでいます。
　小学生では、生態系や環境について自分ごととし
て理解がすすみ、2年生でも「水を汚さない」など、行
動に移したいとの発言が複数でてきています。元小
学校の先生からは「高学年の調べ学習の教材として
もいいと思う」との感想をいただきました。
　メンバーを含め、絵本を読んだり使ったりした方 か々
らの感想から、主だったものを資料2にまとめました。

今回の取り組みから感じたこと、
活用の提案と課題
　感じたことは、絵本の主人公は幼児だけれども、題
材は魚・水・生態系・環境・流通・料理の組み合わせ
と幅広く、内容も難しい。でも、絵本を見たり読んだり
して、小さい頃は、きれいな色と絵、大人とのやり取り
を楽しみ、成長と共に、環境や食物の循環の中にい
る自分につながっていくということです。
　資料2にもいくつかあるように、「長く親しんで少し
ずつ理解が深まっていく絵本」であり、「子どもの成
長と共に、大人の関わり方や視点も変化していく絵
本」ということができると思います。活用については、
①小さいころは絵を中心に使えるところを使って楽し

み、だんだんとストーリーを楽しみ、小学校高学年
では教材とするなど、年齢に合わせて活用する」内
容を２～３のパートに分ければ、紙芝居にしたり、
それらに適した年齢での劇や遊びに発展させたり
することができる。

②異年齢集団へは、場の雰囲気を楽しめるようにす
ることで乳幼児も参加できる。保育園などでは、絵
本から発想して０～５歳までクラス別の劇をオム
ニバス形式で行うのも楽しい。

③お魚の振興はもちろん、健康や地球環境を守る活
動で、絵本を題材に展示や体験ができるイベント

略歴  ───────────────────────
「ここから食サポ」代表。女子栄養大学卒業後、自治体の
管理栄養士として従事。女子栄養大学短期大学部非常勤講
師。「日本こどもフォーカシング · アソシエイツ(JCFA)」代表。
International Focusing Institute認定フォーカシング·トレーナー。

絵
本
を
使
 っ
て

乳幼児[～2歳]食べるところから読み聞かせるとよい／
文章が長く次のページが待てない。かいつまんで問いか
けながら読み聞かせた／めくるのが楽しい。小さい子向け
の短いものもほしい [全体的に］繰り返し読むと少しずつ
わかってきて楽しい1冊になる／読むだけでなく会話がで
きる本／持ちづらい。横長、ハードカバーがよい／話が長
く最後がきちんと終わりになっていない。ワークを分けて
ほしい／のぞき込むように寄ってくるので大判の絵本か
紙芝居がよい

小学生[1～6年生 読み聞かせ]下水道から入って川や
海に行くところが興味を引く／教材のようだととらえてい
た／紙芝居だと子どもたちの様子を見ることができる／
川が山から流れてくると知り、近くの川がどの山から流れ
てくるのだろうと想像したようだ／小さいので絵が見えに
くいし、読みにくい ［こどもクッキング］食環境の大切さを
伝えられる／調理の前に読むと効果的／調理台が4～5
人用なので読み聞かせしやすい 学童保育室 本棚に並べ
た。読書の時間に読んでいた ［カフェ（居場所提供）］店に
置くと多くの子が読んでいた

そ
の
他

水と食の2部作なら、分量も少なく理解しやすい。小さい
ときから考えられる1冊になる。紙芝居だと時間がかかっ
ても興味を引き、考えながら聞ける（幼稚園教諭）／大き
い紙芝居ならイベントでも使え便利（栄養士）／小さい子
はわかるところだけ覚えているだろうし、内容は小学生に
もよい（スクールカウンセラー）／内容の濃い情報いっぱ
いの絵本。よく考えられて、うまくまとめてある。読みこな
すのは高学年くらい（元小学校教諭）／元気の出る絵。栄
養士たちに紹介したい（保健師）／すばらしい本。小さい
頃からこういう本を読むとよい（元小学校教諭94歳）／
大人から子どもまで楽しめる（小学生の祖母）／文字が多
い。絵や書体、サイズ、紙の質感、厚さ、ページ数、判型も
読みやすい（カフェお客様）

資料 2　絵本を使ってみた方、読まれた方のご感想・ご意見



22 誌上討論－参加者からの問いに応えて

〈参加者から〉
「さかな丸ごと食育」養成講師・管理栄養士（50歳代）

　自分の身近な地域で、子どもが「さかなまるまる絵
本」と出会える環境をどのようにつくるのか、改めて
考えてみたいと思います。「さかなまるまる絵本」を手
にして、多くの子どもに届けたいと思ったとき、何から
はじめたらよいでしょうか。

〈発題者から〉
　私はまず「子ども」はどこにいるのだろう、「子ども」
と関わる人は誰だろう、と考えました。さらに「さかな」
はどこにいるのだろう、「さかな」と関わる人は誰だろ
う、と考えました。また「絵本」はどこにあるのだろう、

「絵本」と関わる人は誰だろう、と考えました。それら
が連携できる、または連携できそうな人・組織／団体
になります。
　私の場合、すでに関わりがあり連携できそうな人・
組織／団体として、ゼミ生（卒業後の就職先として、
保育所、保健所・保健センター、病院・診療所、健診
機関、歯科医院、ドラッグストア、小・中学校/給食セ
ンター）、指導している大学院生（地域看護学の教
員、行政栄養士、栄養教諭）、同学部の他の研究室、
他学科（子どもケア学科、看護学科、デザイン学科）

の教員 大学内の施設（子育て支援センター）、同法
人の幼稚園・専門学校・大学、連携協定を結んでい
る日進市・長久手市・名古屋市中央卸市場、名古屋
コアメンバーが所属している大学や短期大学、日進
市・長久手市の食育推進支援会議のメンバー（商工
会、食生活改善推進員、PTA連絡協議会、NPO・市
民団体等）、地域の子ども食堂、社会福祉協議会、
農林水産省東海農政局、愛知県食育推進支援会議
メンバー（幼稚園長会、愛知県栄養士会、医師会、
薬剤師会等）、（愛知県産食物の消費拡大を推進し
ている）「いいともあいち運動推進協議会」メンバー
を挙げることができます。
　また、連携できそうな人・組織／団体として、地域
の子育てサロン、児童館、児童養護施設、母子生活
支援施設、漁港、魚屋、水族館、下水道科学館、書
店、図書館も考えられます。
　次に、すでに関わりがあり連携できそうな人・組織
／団体に「さかなまるまる絵本」を見てもらいました。
そして、連携しながらどんなことができそうか一緒に
考えました。同学部内の教員からは研究フィールド
の保育園で活用できる、長久手市の食育推進支援
会議メンバーであり、保育士を養成している専門学
校の教員からは、授業で活用できる等の提案があり

ました。「子ども」「さかな」「絵本」が、多様
な主体と私をつなげてくれました。また、
一緒に考える中で、新たな広がりを見つけ
ることもできました。例えば、中学生は保
育所に体験学習に行くので、そのときに活
用できる、留学生が日本の文化・生活・言
葉を学ぶことに活用できる等です。
　最後は多様な人・組織／団体と連携し
ながら一緒に考えたできそうなことを実践
してみましょう。きっと食育の環が広がっ
ていくと思います。

※参考文献はp17参照

誌上討論―参加者からの問いに応えて

「子ども」「さかな」「絵本」でつながり広げる食育の環

安達内美子

名古屋学芸大学食生態学研究室の「さかなまるまるムーブメント」ネットワーク 3）
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〈参加者から〉
管理栄養士養成課程学部生（20歳以下）

　今回の研修を通して、絵本が子どもに読むものと
いう概念から、大人を含めた読み合う意義を感じま
した。もう少し絵本とその広がりを知りたいです。

〈発題者から〉
　子どもが耳で聞いて目で楽しむ絵本は単なる「物」
ではなく、自分に向けて語りかけ、同じ世界を見なが
ら、一緒に読みあう機会を作ってくれるものです。絵
本がみんなと「共にある」という観点から、食育の教
材とすることの広がり（魅力）を見てみましょう。
赤ちゃんから高齢者まであらゆる世代の人に
手渡される絵本
　絵本は一般の文学作品と異なり、直接に作者と読
者を結ぶ場合よりも、声に出して作品を「聞き手」に
届ける「読み手」が介在する場合が圧倒的に多いこと
が一つの特徴です1）。その「聞き手」と「読み手」も多
世代にまたがり、想いをつなぐことができます。特に、
幼児期は書いたり読んだりすることよりも、まず、耳か
ら母国語の美しい表現を聞き、言葉に対する感性を
豊かに養うことの方が大切な時期だといえます2）。
「読む」と「聞く」の情動交流（響きあい）の場を
創り出す絵本
　絵本を読むという行為は、食育の場面のみなら
ず、読み手がどのように読むと教育的な意図が伝わ
るかが注目されます。村中1）は絵本が「作者」「読み
手」「聞き手」の三者の相互コミュニケーション、情動
交流の場となりうることを重視し、絵本の読みあいの
実践を重ねてきています。今回の絵本も、作家と共に
絵本を作り上げてきた研究グループと、その読み手、
子どもを含めた聞き手のコミュニケーションを引き
出し、広げてくれることでしょう。「読む」から「聞く」へ
の一方向の流れでなく、「読み手」と「聞き手」の情動
が響きあったり、聞き手の受け止め方が読み手の読
みを変えたり（子どもから大人へなど）しながら、この

絵本が読みあいの場全体を温め育ててくれることで
しょう。
子どもの感受 · 想像 · 表現と「共にある」場を
創り出す絵本
　子どものみならず、私たちも食の場において五感
で感受し、想像し、表現する行為を繰り返していま
す。子どもが絵本の絵や読み手の声から、絵本が繰
り広げる世界を感受することで、そこに新たな目を向
け、それまで見逃していたこと、環境への気づきが広
がっていきます。同時に、「読み手」によって届けられ
る世界に対して、子どもが耳をすませることから広が
る気づきや、子どもが好奇心·探求心をもって目をこ
らし、不思議の扉を開く世界に、私たち大人も共感し
たり、反対に戸惑ったりもするものです。さらには、絵
本を通して感受したことを発展させ、想像を膨らま
せ、食事を作ったり、食べたりする行為を通して表現
することが「共にある」ならば、「おいしい」「心地よい」
が共通の想いとなっていくことでしょう。この絵本に
よって、大人が子どもに教えるための食育の教材と
いう視点から、私たち大人も食の場において見える
光景、響きわたる音、漂う匂いへの感性が塗りかえら
れることも願っています。

参考文献
1）村中李衣：絵本を学ぶ · 絵本から学ぶということ－読む身

体と聞く身体の響き合いを中心に－、子ども学　第 5 号、
p179-204、萌文書林（2017）

2）瀧薫：保育と絵本～発達の道すじにそった絵本の選び方、
エイデル研究所（2018）

「共にある」という観点からみた
　  食育の教材としての絵本の魅力

酒井治子
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〈参加者から〉
管理栄養士養成課程学部生（20歳代）

　幼児発信型教材というテーマにとても興味を持ち
ました。大人よりも豊富な吸収力で得た知識は、大
人だけでは気づくことができないことも見えてくるの
だと感じました。

〈発題者から〉
　「さかなまるまるムーブメント」（以下、「ムーブメン
ト」）のコンセプトの核心を突くコメントを若い世代
の方からいただき、うれしくて感謝しています。実は、

「幼児発信型」も「教材」も、コンセプトの方向を決め
るキーワードなので、具体例での展開を含めた議論
をしなければならないのですが、特に次の誤解が生
じないように議論が必要です。
（1）幼児が絵本の配達人になるということではない

　幼児が他の世代には少ない柔らかな豊かな感性
や、養育を受けるためにさまざまな人 （々年長者や高
齢者も含める）との人間関係を持つことによる、多様
な場所での出会いなど、他の世代には少ない特長を
持っていること。そして幼少でも一人の人間として、
その特長の発信者として「ムーブメント」で発信し、
参加するという考え方です。
　従来の「育ててあげる」「支えてあげる」「教えてあ
げる」の一方向に留まった考え方からの脱皮です。
　繰り返しになりますが、子どもから子どもへ、家族
へ、地域へ。幼児の場合は大人がそばにいることが
多いので、幼児から大人グループへの発信・つな
がっていく……のチャンスが多いことも、モニタリン
グ実践で明らかになっています。
（2）「完成品の教材はない」ことの確認

　「幼児を含む一人残らずの人権」「多様性」「持続
可能性」を重視することは、このムーブメントの展開
にとって、欠くことができない考え方です。加えて、ど
こかに教材の完成品があるのでなく、学習する人に

「幼児発信型」をめざす「教材」を今準備中の
「さかな丸ごと食育」情報交流プールで育て、次のムーブメントへ

足立己幸

とって必要で、有効で、楽しく、持続可能に活用でき
る教材は、学習過程で支援者と一緒に仕上げて、教
材にする、という考え方です。1）5）7）8）

　ですから、幼児は学びの場では常に学びの当事者
として、教材づくりに参加し、その教材を次の学びや
他者の学びの場につなぐ・届ける当事者であり、主
体者であり、かけがえのない存在だととらえる考え方
です。こうした能力や役割を発揮する場が従来は少
なかったので、「ムーブメント」と名づけて、積極的に
多様な場づくりを検討しています。
（3）実現可能な方法の一つ

　　「『さかな丸ごと食育』情報交流プール」

　「さかなまるまるムーブメント」で産出された活動・
展開・研究等の成果物を（特定の場所で集中管理
し、必要な時に配布する方式でなく）多くの関係者
がアクセスしやすい「『さかな丸ごと食育』情報交流
プール」（以下、情報交流プール）に提出する。関係
者は自由に情報交流のルールに沿って活用し、次の
ムーブメント計画に活用する。その成果を活用プー
ルへ提出し、次の循環の一部になり、ムーブメント全
体の量や質の向上につながっていくことを期待して
います5）6）。
　加えて、重要なことは、提供される「ムーブメントの
報告」の内容や形式が自由なこと。学術性の高い結果
だけでなく、試行錯誤のプロセスの記録等、ムーブメ
ント現場の生 し々い事実の共有を重視することです。
　幸いなことに既に、一般財団法人東京水産振興
会は水産振興関係者や近隣住民と交流する場とし
て「豊海おさかなミュージアム」を育て、さらに「さか
な丸ごと食育」HPも開設、充実しています。特設展
示コーナー、資料コーナーに加えてシアターや食事
づくり実践室も設置され、これらを活用した実践報
告の展示やHPでの発信もしています4）13）。情報交流
プールの多種多様な資料を活用しながら対面での
情報交流・研修会も可能です。



■
■
実
践
と
理
論
の
あ
い
だ
■
■

食生態学－実践と研究　Vol.17（2024） 25

　この輪の中に幼児たちも一緒になって、報告され
た観察記録情報の再現や、その後の「さかなまるま
る絵本」との関わりの変化を知ることができましょう。
これら生情報を共有したワークショップ、その状況を
教材化する研修等、情報交流の質的な盛り上がりも
期待されます。
　こうしてみると、「まるまる絵本」は大変魅力的です
が、「まるまるムーブメント」をすすめる教材としての
完成品でなく、感じ合う・読み合う・伝え合う・つなぎ
合うプロセスの中で、その人々にとって最良の教材に

出典：p9 参考文献 5）

なる可能性を持った「絵本」である、という方が正し
いことになります。
　だから、絵本『まるまる みんな いただきます！～か
わも うみも やまも さかなも』を共有してすすめる「さ
かなまるまるムーブメント」は絵本と慣れ親しんでい
る幼児パワーに乗って、地域中一人残らずの人々の

「生活の質」と「環境の質」の持続可能な「共生」の
ゴール実現に近づく、ムーブメントに育つことが期待
されます。
　「さかなまるまるメディエーター」の登録システム

が動きはじめたら、ぜひ申請
し、あなたらしさを存分に発
揮するムーブメントをすすめ
ていただきたく願います。

※参考文献はp9参照
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第70回日本栄養改善学会 研究自由集会レポート

　今年も日本栄養改善学会（9月1日（金）17：20～
19：20、名古屋国際会議場）での研究自由集会を行
いました。4年ぶりの対面での開催で、参加者24名
が集まり、コロナ前のにぎやかさが戻ってきたようで
した。
　研究自由集会は、本法人の研究活動の一環とし
て、総会研修会による問題提起、機関誌による議論
の展開に続く、最後の議論の場です。具体的には、
昨年の総会研修会「子どもの育ちを『食』から支援す
るために－『誰一人取り残されない』の視点から」で
スタートし、機関誌16号の特集記事をふまえて、この
集会がさらに議論を深める場となりました。

これまでの議論の流れ
　最初に、機関誌『食生態学－実践と研究』第16号
を用いて、このテーマが今までどのように議論されて
きたかについて、調査研究部門の平本から説明があ
りました。
　議論のスタートは総会研修会の基調講演からで
す。増山均氏から「子どもの権利と子ども期の保障－
『食』の位置と役割を考えるために」として、子どもの
権利条約をもとに、子どもの権利を多面的・複眼的
にとらえる権利の総合的保障についての話をいただ
き、子どもへの「食」からの支援を考える上での基本
的な考え方について確認しました。
　次いで、現場からの報告として、事例①「放課後の
生活（学童保育）から－『食』から見える発達に障害
がある子どもたち」として学童保育の支援員から、事
例②「児童養護施設における自立支援の現状と課
題」として、施設の管理栄養士からの報告により、厳
しい状況にある子どもへの支援の現状が報告されま
した。
　その後、総会研修会の議論に続いて、各分野から
の声が機関誌上で展開されました。具体的には、犯

罪にかかわってしまう子どもへの支援、地域で子育
て世代から高齢者まで全世代の食支援、放課後等
デイサービスにおける食支援、子どもの権利条約を
基盤とした食育活動などです。このように、今まであ
まり取り上げられてこなかった、厳しい状況にある子
どもたちへの食支援の現状と課題を共有してきまし
た。
　そして、今回の研究自由集会は、今まで報告のな
かった行政と学校からの報告を聴くことができるの
で、「誰一人取り残されない」支援についての議論を
さらに深めたいと参加者に呼びかけました。

切れ目のない支援について考える
－名古屋市における子育て支援の視点から
　はじめに、河合真未さん（名古屋市子ども青少年
局 子育て支援部子育て支援課　管理栄養士）か
ら、切れ目のない支援に関する施策についての説明
がありました。その内容は、名古屋市の基本情報や
管理栄養士の配置からはじまり、子どもの権利を保
障するとともに、子どもの健やかな育ちを社会全体で
支援するまちの実現を目指す「なごや子どもの権利
条例」（平成 20年4月）についてでした。また、次代の
社会を担う成育過程にある者の個人としての尊厳が
重んぜられ、その心身の健やかな成育を確保するた

子どもの育ちを「食」から支援するために
　 「誰一人取り残されない」の視点から

平本福子

名古屋市の子育て支援の施策の全体像と事例について、報告して
いただいた。
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めに、妊娠初期から出生、思春期までの成育過程を
切れ目なく支援する施策を総合的に推進する「成育
基本法」などの支援の根拠となる施策についての全
体像が示されました。また、乳幼児健康診査での保
護者への栄養相談による支援など、栄養に関する教
室・相談での支援体制について、事例を含めて現状
についての話がありました。
　次いで、具体的な支援内容について、伊藤美里

（名古屋市子ども青少年局 子育て支援部子ども福
祉課・管理栄養士）さんから、児童養護施設における
自立支援研修（なごやかステップアップセミナー）の
内容の報告がありました。全9回に及ぶ当セミナー
では、食材の買い出し、調理、片づけまでの食事づく
りのフルコースを行います。一人暮らしでもできる簡
便な食事づくりも取り上げられており、何より参加者
が楽しめるようにするにはどうしたらよいかについて
試行錯誤されているとのことでした。

学校における外国籍児童への食支援
　久保田寛子（大府市立石ヶ瀬小学校 栄養教諭）
さんから、「生きる力を育む食育のあり方をさぐる」と
して、外国につながりのある子どもをめぐる現状、そ
のための食からの支援の現状と課題について報告
がありました。
　2008年、久保田さんは全校生徒の約3割が外国
籍児童である小学校の栄養教諭でした。教員たちで

「子ども 保護者 地域を変える 多文化共生の学校
を創る」という本を出版する動きもあり、“普通”が違
う子どもたちを学校で指導していくことに学校全体
で取り組んでいたとのことです。給食については、嗜
好の違いで食べ残しが多い、食事中に食べ歩く、食
器を乱暴に返却するなどが見られたことから、給食
時間の指導や食の授業などの全体指導や個人指
導が行われ、それらの指導の中で関わり続けた一人
の児童の記録が紹介されました。また、日本人、外国
人ともに親子で参加してもらう企画を立て、日本とブ
ラジルの朝ごはんの交流やブラジルと日本の料理を
作って交流する機会を設けたところ、互いの国の食
を楽しみながら理解することができたと話していただ
きました。
　久保田さんは、外国籍児童への支援では、日本と

外国の言葉・文化・価値観の違いを理解し、日本人
がさまざまな支援を継続することにより、外国籍児童
は生きるための対応する力を身につけていくことがで
きると考えているとのことでした。そして、最後に久保
田さんから、そのための食育のあり方はどうしたらよ
いかを考えてほしいという投げかけがありました。

質疑応答・意見交換
　名古屋市の行政関係者から、今回の報告内容に
ついての関連情報の提供があったり、栄養部門が部
署を超えて連携していくことの意義と課題が挙げら
れたりしました。また、栄養教諭関係者からは、外国
籍児童への支援を継続していくことの体制づくりの
難しさなどについての声が上がりました。さらに、児
童養護施設の自立支援セミナーについて、食事づく
りの準備・調理・共食・振り返りのフルコースを行っ
ているので、単なる「調理実習」ではなく、食事づくり
力支援の視点から再検討してみてはどうだろう、とい
う声もありました。このように、愛知・名古屋地域の
参加者からさまざまな意見が出され、地域のネット
ワークの力を垣間見るひとときとなりました。

（食生態学実践フォーラム運営委員 調査研究部門）

4 年ぶりの対面での研究自由集会。直接会って聴くことによる“伝
わる力”を実感した。

略歴  ───────────────────────
NPO 法人食生態学実践フォーラム副理事長・運営委員（調査
研究部門）。宮城学院女子大学名誉教授。学童保育の「食」
を考える会代表。専門は調理・食教育学。子どもを中心とした
食育活動に長く関わっている。
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学習者と支援者の間で活躍する教材たち

教材作成の背景
　日本で学びたいという留学生は、近年増加傾向
にありましたが、新型コロナウイルス感染症の世界
的流行により、2020年から減少に転じました1）。そ
こで、文部科学省は2027年を目途に以前の水準
に回復させる方針を示しています2）。留学生は今
後増加することが見込まれますが、さまざまな理由
から、留学中に自分や身近な地域にとって適量な
食事（以下、適量な食事）から取り残されてしまう
恐れがあります。そこで、食生態学実践フォーラム
国際協力部門では、誰一人取り残されず、実践で
きることをコンセプトとした栄養・食教材として実
践を重ねてきた「3・1・2弁当箱法」英語版リーフ
レット(Auther:NamikoAdachi, MiyukiAdachi. 
Englishsupervision:Barry Duell）を作成しました。

作成の手順
　本教材は、図１の“持続可能な「栄養・食教材開発
のPDCAモデル」（仮説）”3）の手順に沿って作成しま

した。誌面の都合上、P2とP4について記します。
① P2：P1の課題に焦点を当てたアセスメント

　地球レベルから個人レベルにおける健康、栄養・
食の現状や課題を整理しました。地球レベルでは、
気候変動によるさまざまな問題のため、SDGs達成
の社会的機運が高まる中、プラネタリーヘルスや持
続可能で健康な食事4）への関心が高まっています。
世界（人間の生活）レベルでは、格差の増大、栄養不
良の二重負荷、食料危機や飢餓等が問題であり、地
域（気候・風土）や文化に根ざした食事の重要性が
増していると言えます。そして、国（日本）レベルでは、
文化としてならびに健康的な食事として、和食継承
の必要性が高まっている中、日本の食文化（日常的
な食事）×栄養学（持続可能で健康的な食事）の教
材として「3・1・2弁当箱法」は実績を積み上げ、有効
性が高いことが実証されてきました。
身近な地域レベルでは、日本語による情報から取

り残されやすい人（留学生5）や技能実習生）たちが
存在し、持続可能で健康的な食事へのアクセスが難

しいと考えられます。そ
して、日本語による情報
から取り残されやすい人

（個人レベル）は、日本
と食文化や食習慣が異
なる、いつか日本を去る

（可能性が高い） 等が
考えられます。さらに、健
康面では、痩せや肥満
の他、異文化・さまざま
な格差によるストレス等
が問題として考えられま
す。このように整理して
みると、改めて「3・1・2
弁当箱法」が主教材とし

Why don't you try preparing a meal best for you
　「３・１・２弁当箱法」英語版リーフレット

安達内美子

図 1　持続可能な「栄養 · 食教材開発の PDCA モデル」（仮説）
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て適切であると確認できました。
② P4：教材の形態・表現法等の検討

　P2をふまえP3を経て、A３見開き4ページ、書き込
みながら学習を進められるワークシート型のリーフ
レットを作成したいと考え、以下の構成にしました。

表紙＜導入：気づき－動機づけ＞

　自分の食事のゴールを探す

○適量な食事は自分も地球（環境）もよりよく保つ
ことにつながる？（ワーク）

○日本には「3・1・2弁当箱法」がある
○自分が食べたい（自国の気候・風土や文化に根

ざした等）食事と「3・1・2弁当箱法」を組み合わ
せれば、もっと素敵なマジックがおこるかも……
見開き2ページ＜展開：学び－自己効力感の高まり＞

　「3・1・2弁当箱法」がわかる

○「3・1・2弁当箱法」のルールと解説
○栄養素レベル、食材料レベル、料理レベルのつ

ながりから、主食・主菜・副菜とは何か
○主食・主菜・副菜の視点から、自国の料理を思

い浮かべ、自国の料理や食材料の特長を考える
（ワーク）

○「3・1・2弁当箱法」に基づいた食事は、日本で
暮らす人の生活の質と環境の質のよりよい持続
可能な共生につながることを確認する
裏表紙＜まとめ：実践＞

　「3・1・2弁当箱法」を実践する・共有する

○自分が食べたい食事を「3・1・2弁当箱法」に基
づいて考える（ワーク）

○食事（「3・1・2弁当箱法」に基づいた食事法）は
SDGs達成に貢献できることを確認し、自国の
食事のよさに気づき、自分が食べたい食事をイ
メージする（ワーク）

活用事例
　本教材を活用して、名古屋外国語大学 留学生と
同大学 世界教養学部2年生、名古屋学芸大学 管
理栄養学部3年生を学習者とした食育セミナーを実
施しました。スライドは英語、説明はやさしい日本語6）

を意識しました。そして、留学生のために、世界教養
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https://shokuseitaigaku.com/bentobako よりダウンロードできます。

学部の学生には言語に関するサポート、管理栄養学
部の学生には食育セミナーの内容に関するサポート
をお願いしました。食育セミナーは、導入として表紙
の内容に沿って適量な食事を食べると、どんないい
ことがあるか考え、展開として見開きページの説明
を聞き、自国の主食・主菜・副菜、それぞれの食材料
を出し合いました。その後、「3・1・2弁当箱法」に基づ
いた食事づくりの実習と会食、まとめとして裏表紙の
内容に沿って自分が食べたい食事を考えました。留
学生も在学生も、それぞれのよさを発揮しながら交
流し、学び合うことができました。

いろいろな場面での活用可能性
　本教材は、日本語による情報から取り残されやす
い人として留学生を想定して作成しました。しかし、
他にもいろいろな場面で活用できると考えています。
例えば、英語に興味のある／英語を学びたい人、在

外の日本の食事に興味のある人、在外の栄養・食の
関係者（国際協力関係者も含む）等……。
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書　評

共食と孤食——50年の食生態学研究から未来へ
足立己幸 編著・衛藤久美 著　女子栄養大学出版部（2023）

　本書は「食生態学」を学問としての構築から発展
へと大きなうねりを見通すことのできる書である。編
著者の足立先生は、栄養指導充実のためには、狭義
の教育技術の向上だけでなく、その内容となる「人間
食べること学」が必要であると提案され、後に「食生
態学」と命名される。本書には、これらの経緯と学問
体系がていねいに取り上げられている。本書は、第1
～6章・おわりに、の7つで構成されている。
　第1章「共食・孤食」では、85年の先生の自分史か
ら「共食・孤食」を探り、「生活は学問になるか」「人間
食べること学」の必要性から「食生態学」・「食生態学
研究室」の誕生へ導かれる経緯が記されている。「共
食」が、単に「一緒に食べること」という狭い概念でと
らえられることへの危機感を抱かれ、改めて「共食」
の定義を整理し、再確認する必要性を説き、本書をこ
の「共食と孤食」の心髄探しのプロセスとした。
　第2章「50年の実践と研究から見えてきたこと」
は、食事は「人間が食物を食べる営み」、具体的には

「食事をだれと食べるか」であり「栄養素の評価」で
はないということである。ここに「食生態学」の登場が
ある。研究とは、「実践→研究→実践…」と積み上げ、
日常の営みの中で検証し、評価することである。
　第3章「国内外に広がる研究と共食の力」では、近
年の「子ども」と「大人」の共食・孤食の現状について
述べている。1990年代から2000年代に「子どもだけ
の食事」が増加し、近年では20歳以上の成人や高齢
者の共食・孤食の実態を示す調査結果も増えている。
海外における共食・孤食研究においても、日本とほぼ
同じ傾向を示している。
　第4章「コミュニケーションの視点から見た共食」
では、「家族コミュニケーション」の視点でとらえた共

食から考察している。2020
年以後の世界的な新型コ
ロナウイルス感 染 症（ 以
下、コロナ）の流行拡大で、
自宅で過ごす時間が増え、

「自宅で食事」「自宅で料
理」「家族と食事を食べる」
等多く挙がっている。

　第5章「地域で育つ共食、地域を活性化する共食」
では、「地域の食の営み」で育ち合う、そこでの「共
食・孤食」の可能性が挙げられる。
　第6章「持続可能な社会に向けて『共食の地球地
図』の提案」では、コロナによる「共食回避」の流れの
中で、コロナ「撲滅」ではなく、「共生」の視点が必要
と述べている。また、地域の「食の営み」や「食活動」

「食行動」、さらにこれらの関係について、地球サイ
ズで俯瞰することの必要性について述べている。
　本書の研究成果及び知見は、その内容が人々の
命・人生に直接反映する重要なものである。特に「食
べること」は、「生きること」と直接向き合うことだけ
に、一層重要と言える。さらに「食事を食べる行動」
は、生活者のほとんどが、毎日2～3回以上の高頻度
で行うことである。このことを考えると、食生活の豊か
さが、人々の豊かな生活に反映することは確かであ
る。本書は、これらへの一石を投じたと言えるだろう。
　私の「食生態学」との出会いは、「人間食べること
学」から「食生態学」と命名された後のことである。基
本概念から「人間を大事にし、寄り添い・寄り添い合
う姿勢」は、その後の私の「食べること、生きること」と
向き合う【食看護学】への導きとなっている。
　当時、私は、職場において食事療法が必要な慢性
腎不全のある患者、糖尿病のある患者が食事療法
を守ることが容易にできない現場に直面しており、
女子栄養大学の二部にて看護として解決策を見出
そうと奮闘していた。その折に、香川綾先生から、足
立先生の「人間食べること学」「食生態学」をご紹介
いただき、大学院にて学ぶ決意をした。足立先生か
らの学びは、後に、東京女子医科大学看護学部・大
学院、日本赤十字秋田看護大学・大学院に「食看護
学」として講座を開設する運びとなり、日本食看護研
究会発足へとつながっている。私は、今後も本書との
出会いを期に“命をつなぎ、心をつむぐ食看護学の
原点を”探究し続けたい。
尾岸恵三子

（東京女子医科大学名誉教授、前日本食看護研究会理事長、
専門は老年看護学、食看護学）
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会員の広場

東北のメンバーが「さかな丸ごと食育」でつながる仙台コア

　仙台コアの活動は、2009年2月の「3・1・2弁当箱
法」（以下、「弁当箱法」）の学習会からはじまりまし
た。当初コアのメンバーは、宮城学院女子大学の教
員2名でした。「弁当箱法」の学習は、コア活動の代
表的なものですが、2012年以降は「さかな丸ごと食
育」養成講師の養成講習会など、魚食育が主な活
動となりました。2019年9月には、食育セミナーを仙
台コアが担当して行うことになりました。コアのメン
バーも6名と増え、その職種はこども園栄養士、病院
栄養士、大学教員・助手、水産関係者と多彩な顔ぶ
れとなりました。
　仙台コアの拠点は、コア代表（平本）が在職する宮
城学院女子大学でしたが、定年退職に伴い拠点を
設けず、メールやオンライン会議などで連絡を取り
合っています。ただ、コアメンバーのほとんどが「さか
な丸ごと食育」にも関わっているので、活動の中心で
ある塩竈市魚市場が拠点のような役割になってきて
います。
　本年度も、仙台コアが食育セミナーの担当となり
ました。仕事の都合などで参加できるメンバーは4名
でしたが、「第41回子どもの食からの自立を支える
食育セミナー：魚料理を主菜としたぴったり食事づ
くりにチャレンジ！」を塩竈市魚市場魚食普及スタジ

オで開催しました。メンバーの構成は、仙台の大学
助手、青森の大学講師、塩竈市水産振興課職員と
平本の4名。いずれも「さかな丸ごと食育」養成講師
として活動しています。また、塩竈市水産振興課と保
健センターの職員2名、大学2年生4名がスタッフとし
て参加してくれました。日ごろから、「さかな丸ごと食
育」で一緒に活動している仲間です。
　この食育セミナーでは、中学生と一緒に「弁当箱
法」を学習しました。主菜の魚料理はサバの唐揚げと
し、水産振興課職員Aさんが、サバの種類や漁獲に
ついての話をしました。副菜は大学助手のTさんが、
中学生でもできる簡単な野菜料理（ブロッコリーの
おかか和え、大根のきんぴら等）の作り方を紹介しま
した。
　普段は仙台、塩竈、岩手、青森でそれぞれ活動し
ているメンバーですが、共通しているのが「さかな丸
ごと食育」をすすめていることです。ただ、仕事の変
化などで活動に参加できるメンバーが変わっていく
ので、活動内容も変わらざるを得ませんが、フォーラ
ムの研修などと関連づけながら活動ができればと
思っています。

平本福子
（宮城学院女子大学名誉教授・フォーラム副理事長）

サバについての説明は水産振興課の職員が担当。 中学生に伝えることを通して「3・1・2 弁当箱法」の理解が深まる。
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今後の学びと活動に向けて
　私は、教育・保育施設等の管理栄養士として従
事した後、現在は大学院にて栄養学を専攻していま
す。前職での経験から、子どもの育ちと食との関わ
りについて、さらに深めたいと思い、食生態学実践
フォーラムへ入会いたしました。
　子どもたちが楽しく食べられるような「食育」の取
り組みを創り出し、環境を整えていくことは栄養士
の役割だと考えています。そのためには、子どもとは
どのような存在なのかを知り、子どもとつながりあう

ことが大切です。「3・1・2弁当箱法」や「さかな丸ご
と食育」は、まさに子どもの栄養や健康、食生活を支
え、豊かな時間を共に創り出す活動だと思います。こ
のような活動に感銘を受け、実践できる一人になり
たいと考えるようになりました。
　二度と来ない子ども時代に、自分らしく食事を楽
しみ、人と環境と関わりあって生きる子どもたちをサ
ポートできるよう、私自身も研究を続けて参りたいと
思います。 和田紫織（東京都　大学院生）

夫の弁当づくり
　年金受給の歳となりました。仕事面では、管理栄
養士養成施設に約30年、健康増進施設の栄養指導
担当として約10年勤務しました。そろそろ潮時です
がいまだに、やり切った感を得られないで悩んでいま
す。
　私的な面では夫が60少し前で事業をはじめ、夫
が弁当づくりをするようになりました。以前はごはん
も満足に炊けない状態でしたが、前職を退職後、夫
は調理ができるようになりたいと考え、私の調理を見
たり、手伝いをしながら食材の扱い、茹でる・煮る・
焼く・揚げる・蒸す工程を我が家の調理器具で覚え
ました。基本的なことができるようになると、インター

ネット、YouTube等のレシピを調べながら、独学で
料理を作るようにもなりました。
　弁当は、主菜ばかりだったものが、「野菜を食べる」
ことを意識したようで、主食・主菜・副菜の料理をそ
ろえ、最近は彩りを考えて詰めています。先日ははじ
めてマーボ茄子に挑戦し、某レシピの調味料が複雑
だったため合わせ調味料を買って使用したところ、
普段の味ではなくて満足できず、自分で調味料を追
加したそうです。夫を見ていると、レシピが簡単に手
に入る状況に感謝しつつ、いつもの味、味の経験は
それに勝ると感じるこの頃です。

大山珠美（東京都　大学教員）

みんなで一歩前へ
　60代で実母が亡くなったので、自分が70歳を過
ぎたときに、すごく長生きしているように思ってしまっ
た。昭和・平成・令和と50年も管理栄養士をしてき
た。この間に栄養士・管理栄養士をめぐる状況は、病
院や介護施設では栄養面から他職種と協力して、積
極的に治療や療養の支援に参加できるようになっ
た。また、保育園や小学校では食育ができるし、栄養
教諭は認知され数も増えた。産業栄養士は生活習
慣病予防のために、食べて元気になる食事を提案提
供するのが普通になっているし、行政ではさまざまな
計画づくり、まちづくりに行政栄養士が参画する機会
も多くなった。何より、各職域に栄養士の管理職が
随分多くいる。もちろんまだまだのところも多いが、長

い目で見てこんなよい変化を見ると、随分自分が古
びて見えるし、このフォーラムでももう自分如きがや
れることはないと、後ろ向きに考えてしまうこともある
が、「さかな丸ごと食育」の専門講師として活動して
いる。
　先日新聞で、「あずきバー」の井村屋グループ会
長の中島伸子さんの働く女性へのエールの言葉を
読んだ。私と同年代の方である。「一人の100歩はど
こかで息切れしてしまう。100人が一歩ずつ階段を
上がったら、足し算ではなくかけ算になります。100
人の一歩が大事です」と。そうなのだ、まだまだなの
だから、私もみんなと一歩だけ前へいこうか。

野渡祥子（神奈川県 元病院管理栄養士）
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NPO法人 食生態学実践フォーラムの活動

※
人

数
は

20
24

年
3

月
●

日
現

在

食
生
態
学
や
関
連
す
る
分
野
の

調
査・
研
究
事
業

 食
生

態
学

に
関

す
る

研
究

方
法

論
の

検
討

・
総

会
研

修
会

で
本

年
度

の
テ

ー
マ「

ひ
と

り
残

ら
ず

、持
続

可
能

な「
食

」育
・

幼
児

発
信

型
教

材
を

め
ざ

し
て

－「
ま

る
ま

る
 み

ん
な

 い
た

だ
き

ま
す！

～
か

わ
も

 う
み

も
 や

ま
も

 さ
か

な
も

～
」に

こ
め

て
き

た
こ

と
」を

問
題

提
起

し
、次

い
で

、機
関

誌
上

で
議

論
の

発
展

を
す

す
め

た
。こ

れ
ら

は
機

関
誌「

食
生

態
学

－
実

践
と

研
究

」第
17

号
に

掲
載

し
た

。
・

昨
年

度
の

テ
ー

マ「
子

ど
も

の
育

ち
を『

食
』か

ら
支

援
す

る
た

め
に

－『
誰

一
人

取
り

残
さ

れ
な

い
』の

視
点

か
ら

」に
つ

い
て

、第
70

回
日

本
栄

養
改

善
学

会
研

究
自

由
集

会（
名

古
屋

）に
お

い
て

、機
関

誌
16

号
を

も
と

に
議

論
を

深
め

、そ
の

内
容

は
機

関
誌

17
号

に
掲

載
し

た
。

栄
養・
食
を
支
え
る
専
門
家
の

質
を
高
め
る
研
修
事
業

総
会
研
修
会

開
催
日

開
催
場
所

テ
ー
マ

講
　
師

参
加
人
数

20
23

年
8月

5日
東

京
家

政
学

院
大

学
＋

オ
ン

ラ
イ

ン
ひ

と
り

残
ら

ず
、持

続
可

能
な「

食
」育

・
幼

児
発

信
型

教
材

を
め

ざ
し

て
－「

ま
る

ま
る

 み
ん

な
　

い
た

だ
き

ま
す！

～
か

わ
も

 う
み

も
 や

ま
も

 さ
か

な
も

～
」に

こ
め

て
き

た
こ

と

基
調

講
演（

酒
井

治
子

、安
達

内
美

子
）、

実
践

現
場

か
ら（

西
澤

和
子

、宮
野

由
紀

）、
座

長（
足

立
己

幸
）

64
名

（
会

場
43

名
、オ

ン
ラ

イ
ン

21
名

）

そ
の
他
の
研
修
会

食
生
態
学
講
座

食
育
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
ズ

養
成
講
座

コ
ー
ス

開
催
日

開
催
場
所

講
　
師

参
加
人
数

「
3·

1·
2弁

当
箱

法
」A

コ
ー

ス
研

修
会

「
3·

1·
2弁

当
箱

法
」B

コ
ー

ス
研

修
会

20
24

年
3月

2日
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

開
催

中
村

里
美

8名
「

3·
1·

2弁
当

箱
法

」C
コ

ー
ス

研
修

会
20

24
年

1月
30

日
大

妻
女

子
大

学
富

永
暁

子
、高

橋
千

恵
子

17
名

国
際
協
力
研
修

外
国

人
研

修
20

23
年

11
月

25
日

名
古

屋
学

芸
大

学
安

達
内

美
子

25
名

20
24

年
2月

27
日

JI
C

A
中

部
安

達
内

美
子

13
名

学
会
等
で
の
研
修

第
70

回
日

本
栄

養
改

善
学

会
研

究
自

由
集

会
20

23
年

9月
1日

名
古

屋
国

際
会

議
場

河
合

真
未

、伊
藤

美
里

、久
保

田
寛

子
24

名

食
生
態
学
や
関
連
す
る
分
野
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
教
材
開
発
事
業

「
3・
1・
2弁
当
箱
法
」

「
さ
か
な
丸
ご
と
食
育
」

食
育
カ
レ
ン
ダ
ー

教
材
作
成

技
術
協
力

企
画・
評
価・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

・「
3・

1・
2弁

当
箱

法
」の

名
称

・
ロ

ゴ
マ

ー
ク

等
使

用
申

し
込

み
23

件
・

高
齢

者
向

け「
3・

1・
2弁

当
箱

法
」パ

ン
フ

レ
ット

の
問

い
合

わ
せ

対
応

2件

･地
域

を
代

表
す

る
魚

を
テ

ー
マ

とし
た「

さ
か

な
丸

ご
と

食
育

」教
材

の
開

発
と

評
価

に
関

す
る

研
究

･S
D

Gｓ
の

視
点

に
立

っ
た「

さ
か

な
丸

ご
と

食
育

」の
活

用
･中

学
生

自
身

が「
魚

の
こ

と
を

も
っ

と
知

り
た

い！
」と

思
う

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

－
水

産
情

報
の

効
果

的
な

活
用

に
向

け
て

･「
さ

か
な

丸
ご

と
食

育
」養

成
講

師
に

よ
る

食
育

実
践

報
告

の
作

成

テ
ー

マ：
主

食（
ご

は
ん

）・
主

菜
・

副
菜

を
組

み
合

わ
せ

た
食

事
で

健
康

に
、

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
暮

らし
を

自
給

率
に

特
化

し
た「

3・
1・

2弁
当

箱
法

」パ
ン

フ
レ

ット
の

検
討

・
制

作

・
民

間
企

業
か

ら
、「

3・
1・

2弁
当

箱
法

」
と

の
コ

ラ
ボ

弁
当

箱
の

相
談

・
埼

玉
県

小
川

町
か

ら
講

師
派

遣
依

頼

・「
魚

」食
育

普
及

・
啓

発
事

業
・

災
害

等
地

域
課

題
へ

の
食

か
ら

の
支

援
・

子
ど

も
食

堂
等

へ
の「

食
」の

支
援

食
育
セ
ミ
ナ
ー
事
業

開
催
日

開
催
場
所

テ
ー
マ

参
加
者
数

協
働
団
体
な
ど

20
23

年
7月

8日
ひ

だ
ま

り
子

ど
も

食
堂（

埼
玉

県
）

第
40

回
子

ど
も

自
身

が
リ

ー
ダ

ー
に

な
る

食
育

セ
ミ

ナ
ー「

ぴ
っ

た
り

食
事

づ
くり

に
チ

ャ
レ

ン
ジ！

」～
暑

さ
に

負
け

な
い

食
事

で
元

気
に

～
小

学
生（

当
該

セ
ミ

ナ
ー

修
了

者
が

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

参
加

）5
名

、子
ど

も
食

堂
ス

タ
ッ

フ・
当

N
P

Oメ
ン

バ
ー

9名
、計

14
名

ひ
だ

ま
り

子
ど

も
食

堂

20
24

年
1月

21
日

塩
竈

市（
宮

城
県

）
第

41
回

子
ど

も
の

食
か

ら
の

自
立

を
支

え
る

食
育

セ
ミ

ナ
ー「

魚
料

理
を

主
菜

とし
た

ぴ
っ

た
り

食
事

づ
くり

に
チ

ャ
レ

ン
ジ！

」
中

学
生

4名
、仙

台
コ

ア
メ

ン
バ

ー
4名

、協
力

者
6名

、計
14

名
塩

竈
市

職
員（

水
産

振
興

課
、保

健
セ

ン
タ

ー
）、

大
学

生

20
24

年
2月

10
日

ひ
だ

ま
り

子
ど

も
食

堂（
埼

玉
県

）
第

42
回

子
ど

も
自

身
が

リ
ー

ダ
ー

に
な

る
食

育
セ

ミ
ナ

ー「
ぴ

っ
た

り
食

事
づ

くり
に

チ
ャ

レ
ン

ジ！
」～

「
３・

１・
２

弁
当

箱
法

」に
地

域
の

産
物

を
～

小
学

生（
当

該
セ

ミ
ナ

ー
修

了
者

が
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
参

加
）５

名
、子

ど
も

食
堂

ス
タ

ッ
フ・

N
P

Oメ
ン

バ
ー

11
名

、計
16

名
ひ

だ
ま

り
子

ど
も

食
堂

食
生
態
学
や
関
連
す
る
分
野
の

情
報
発
信
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

機
関
誌

他
機
関
と
連
携
し
た
活
動

そ
の
他

・ト
ピ

ッ
ク

ス
に

掲
載

さ
れ

た
内

容
を

メ
ー

ル
配

信
（

希
望

者
の

み
）

・
運

営
委

員
に

よ
る

ブ
ロ

グ
掲

載
20

23
年

8月
、1

2月
、2

02
4年

3月
の

3回
発

行
食

生
態

学
－

実
践

と
研

究
　

第
17

号（
20

24
年

3月
発

刊
）

自
給

率
に

特
化

し
た「

3・
1・

2弁
当

箱
法

」パ
ン

フ
レ

ット
の

検
討

・
制

作

コ
ア
活
動

仙
台
コ
ア

埼
玉
コ
ア

か
な
が
わ
コ
ア

名
古
屋
コ
ア

第
41

回
子

ど
も

の
食

か
ら

の
自

立
を

支
え

る
食

育
セ

ミ
ナ

ー「
魚

料
理

を
主

菜
と

し
た

ぴ
っ

た
り

食
事

づ
くり

に
チ

ャ
レ

ン
ジ！

」の
企

画
と

運
営

食
生

態
食

育
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
ズ

養
成

講
座「

3・
1・

2弁
当

箱
法

」C
コ

ー
ス

研
修

会
の

企
画

・
運

営
、及

び
当

日
ス

タ
ッ

フ
とし

て
参

加
「

魚
を

教
材

に
し

た
自

給
率

」の
勉

強
会

・「
さ

か
な

丸
ご

と
食

育
」養

成
講

師
研

修
会（

愛
知

県
）

・「
3・

1・
2弁

当
箱

法
」

英
語

版
リ

ー
フ

レ
ット

を
活

用
し

た
留

学
生

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

他
団
体
か
ら
の
委
託
事
業
等
「
魚
」食
育
普
及・
啓
発
事
業

（
一
般
財
団
法
人
東
京
水
産
振

興
会
）

開
催
場
所

開
催
回
数

参
加
人
数

生
活

者
サ

ポ
ー

タ
ー

研
修

塩
竈

市
魚

市
場

魚
食

普
及

ス
タ

ジ
オ

他
全

14
0回

41
81

名

養
成

講
師

研
修

会
さ

い
た

ま
市

日
進

子
ど

も
食

堂
他

全
3回

13
名

養
成

講
師

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

研
修

塩
竈

市
魚

市
場（

20
23

年
10

月
9日

）
オ

ン
ラ

イ
ン（

20
24

年
2月

17
日

）
全

2回
9名 18

名

そ
の
他

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

理
事
会

運
営
委
員
会

総
　
会

会
員
数

役
　
員

20
23

年
4月

23
日（

オ
ン

ラ
イ

ン
）、

5月
26

日
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）、

12
月

末
日（

書
面

）

20
23

年
4月

14
日（

オ
ン

ラ
イ

ン
）、

6月
18

日（
新

宿
N

PO
協

働
推

進
セ

ン
タ

ー・
オ

ン
ラ

イ
ン

）、
9月

10
日（

オ
ン

ラ
イ

ン
）、

12
月

10
日（

新
宿

N
PO

協
働

推
進

セ
ン

タ
ー

）、
20

24
年

2月
18

日（
フ

ォ
ー

ラ
ム

事
務

所・
オ

ン
ラ

イ
ン

）、
3月

10
日（

ふ
れ

あ
い

貸
し

会
議

室
高

田
馬

場
日

鉄・
オ

ン
ラ

イ
ン

）

20
23

年
5月

21
日（

書
面

表
決

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
）

正
会

員：
57

名
　

賛
助

会
員：

68
名

　
学

生
会

員：
3名

　
法

人
会

員：
4法

人
17

名

20
23
年
度

運
営
委
員

安
達

内
美

子
高

橋
千

恵
子

中
村

里
美

薄
金

孝
子

高
増

雅
子

原
田

由
美

子

越
智

直
実

田
嶋

尚
子

針
谷

順
子

小
林

雪
子

富
永

暁
子

平
本

福
子

役
員

理
事
長

　
針

谷
順

子
副
理
事
長

　
平

本
福

子
理
事

薄
金

孝
子

高
増

雅
子

山
本

妙
子

尾
岸

恵
三

子
原

田
由

美
子

吉
岡

有
紀

子

越
智

直
実

東
あ

か
ね

香
川

明
夫

平
岩

扶
巳

代
高

橋
千

恵
子

松
下

佳
代

監
事

荒
井

今
日

子
衞

藤
久

美
顧
問

武
見

ゆ
か

り
事
務
局

立
元

洋
子

※
人

数
は

20
24

年
3

月
31

日
現

在
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■ 編集後記
　皆さまの声や思いが詰まっている第17号をお届けします。2008年発行された初回機関誌の“編集
後記にかえて”に、「本誌の編集作業は、いわゆる実践集でも研究成果を集った学術誌でもない、実践
と研究のあいだにある理論や方法（論）を皆で議論し構築していく、そのたたき台を作る挑戦です」とあ
ります。ちょっとおおげさかなと思いましたが、編集に関わらせていただくと、まるでゼミのよう！ で刺激的
です。
　普段、機関誌の構成はあまり気にとめないと思いますが、表紙裏の目次をご覧ください。
　今回の巻頭言もすごくて、筆者と話がしたくなりました。特集「実践と理論のあいだ」のテーマは、食
育教材『まるまる みんな いただきます～かわも うみも やまも さかなも～』です。絵本を手に取ったとき、

“まるまる”って何？ と疑問でしたが、特集の座長（研究代表者）の講話でなぞがとけます。研究班メン
バーからは基調発題①、②で理論と方法（論）が、また、実践現場からは現状と悩み、課題や可能性が
盛りだくさんで共感すること満載です。誌上討論では、研修会の質問に研究班メンバーらが応答してい
ますが、議論はまだまだ続きそうです。
　書評『共食と孤食――50年の食生態学研究から未来へ』（2023）は、本フォーラムの根幹なので、
ぜひお読みください。はじめに記させていただいたように、この機関誌は編集者や著者だけでなく、それ
ぞれが受発信し、議論するためのものです。特に会員の広場を活用いただけるとうれしいです。

田中久子

■ 編集顧問
尾岸恵三子　東京女子医科大学名誉教授。日本食看護研究会理事長。専門は老年看護学、食看

護学。
二見大介　　公益社団法人日本栄養士会参与。元新潟県立大学人間生活学部教授。専門は公衆

栄養学。

■ 編集委員
安達内美子　足立己幸　酒井治子　田中久子　西尾素子　平本福子
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□ 会費（年額）
　正会員20,000円　賛助会員5,000円　学生会員3,000円　法人会員50,000円（一口）
　入会等の申し込みについては、https://shokuseitaigaku.com、tel&fax：03-5925-3780までご連絡ください



　1992年の「世界栄養宣言」で世界的なコンセンサスを得て
いるように、今、世界中で8億人以上の人々が飢餓等の原因に
よる栄養不良状態にあります。地球全体で食料は量的には足
りていますが、さまざまなレベルでの分配が悪く、栄養学的に望
まれる安全な食物へのアクセスは不平等です。こうした不平
等をもたらす自然的・社会的条件は、抜本的に改善されなけれ
ばなりません。

　また、日本は市場等見かけは飽食ですが、個々人の食事は
質・量が十分でない人が多く、その結果、心身両面で健康や
生活上の問題を抱える人が多くなっています。
　これまで、私たちは「食生態学実践グループ」として、食生
態学の研究成果をふまえて、“子どもから高齢者まで、地球上
に生活する全ての人々が、人間らしい食生活を営むことがで
きるように、そうしたことが実現できる地域・社会であるように”と
願って活動を続けてきました。

　「食生態学」は1970年代の初めから、現場での栄養活動
に行き詰まった人々からの強い要請を受けて生まれた、人間
の食をめぐる新しい学問です。“生活実験や地域実験法を活
用して、さまざまな地域で生活する人々の食の営みについて、
環境との関わりで構造的に明かにし、更に、人々や社会・環境
への適応法則性を解明すること”をねらってすすめられ、かなり
の実績を積み重ねてきました。そして近年では、食をめぐるさま
ざまな課題の解決に活用できるようになってきました。

　こうした願いをもっと着実に実現したい ! もっと多くの人 と々
共有したい ! と、私たちが結論としたものは、食を支える専門
分野の人々やその活動に対し、食生態学や関連分野の研
究・実践の成果を踏まえて支援する「特定非営利活動法人 
食生態学実践フォーラム」の設立です。

　近年、日本では食の重要性が強く言われ、「健康づくり・ヘル
スプロモーションと福祉分野」「生きる力の形成を生涯を通し

てねらう教育分野」「食と農・フードシステムの両面からの調和
と向上をねらう食料生産分野」など、多様なアプローチを多様
な専門家によってすすめられるようになりました。いずれの分野
も、取り上げる課題についての正しい理解、科学的な根拠と
有効な方法についての知識・態度・スキル・価値観等が必要に
なります。しかも、その課題に対する解決は、人々がそれぞれ
の生活や人生をより充実でき、社会的貢献につながる、その人
にとって楽しい、望ましい方向でなければなりません。

　「特定非営利活動法人 食生態学実践フォーラム」の設立
が必要なのは、これらの課題に十分な科学的な根拠を踏まえ
て、専門家とそれにかかわる人 と々が連帯して取り組まなけれ
ばならないからです。

　食生態学や関連する分野の調査・研究
　栄養・食を支える専門家の質を高める研修
　食生態学や関連する分野のプログラム・教材開発
　 自然から食卓まで子ども自身が構想し実践する食育セミナー
（食育とは、一人ひとりにとって生きがいのある健康な生活
ができるような食生活を営む力を育てること、そうしたことが
実践できる社会を育てることである）

　情報発信
等の事業を行い、“子どもから高齢者まで、地球上に生活する
全ての人々が、人間らしい食生活を営むことができるように”広
く公益に寄与していきたいと切望いたします。

　食は、本来、身体的にも精神的にも社会的にも、次の活力の
再生産の源、いわば健康の資源であり、人間らしい生活・生きが
いの資源です。私たちが活動法人として願うのは、まさにこうし
た人間らしい食、それを支える社会・環境の復権です。

（2003.4.9設立）

NPO法人 食生態学実践フォーラム 設立趣旨

事業内容
（1）食生態学や関連する分野の調査・研究事業 
（2）栄養・食を支える専門家の質を高める研修事業 
（3）食生態学や関連する分野に関するプログラム・教材開発事業 
（4）食育セミナー事業
（5）食生態学や関連する分野の情報発信事業

NPO法人 食生態学実践フォーラム 事務局
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-16-10 コーポ小野202

tel&fax：03-5925-3780
e-mail：forum0314@angel.ocn.ne.jp

https://shokuseitaigaku.com




